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ア  学則変更（収容定員変更）の内容 
    今回の定員変更は、既存の学部・学科の定員改正であり、新たな学部・学科名称、理念及び養成する 

人材像にも変更は行なわず、またこの定員改正に伴い令和 4（2022）年度からの学部・学科の設置場所 
の変更等についても行なわない。 

学則変更の趣旨等-2 

 
図表 1 収容定員変更（予定）に伴う移行表 

 
イ 学則変更（収容定員変更）の必要性 

平成 24 年 3 月に策定された我が国の「スポーツ基本計画」について、平成 29 年 3 月には第 2 期（平
成 29 年～令和 2 年）計画の策定がなされ、中長期的なスポーツ政策の基本方針として、スポーツ参画人
口を拡大し「一億総スポーツ社会」の実現に取り組むこととしている。 

計画では、スポーツに関わる多様な人材の育成と活躍の場を確保や、スポーツを通じた活力があり絆の
強い社会の実現、スポーツを通じた共生社会の実現、スポーツを通じた経済・地域の活性化などが掲げら
れており、スポーツの枠を超えた幅広い異分野との連携・協働による相乗的効果に対する期待は依然大
きな高まりの最中にあるといえる。 

また、国際競技大会等において、優れた競技成績を上げる競技数が増加するよう強力かつ持続的な人材
育成や環境整備を行う事が掲げられ、我が国のトップアスリートに対する支援体制はかつてないほどの
充実が図られることが大きく期待されている。【資料 1】 

本学はその母体を明治 24（1891）年に設立された体育会（翌年、日本体育会に改称）とし「體育富強
之基」（「体育は富国強兵の基本である」）を建学の精神（基本理念）としている。創設以来、一貫して、
スポーツを通じ、全ての人々の願いである"心身の健康"を育み、あわせて世界レベルの優秀な競技者・指

 
学部 

 
学科・コース 

現行 変更 増減 
入学 
定員 

収容 
定員 

入学 
定員 

収容 
定員 

入学 
定員 

収容 
定員 

体育学部 
体育学科 750 3,000 800 3,200 50 200 

健康学科 195 780 195 780 0 0 

スポーツ 
文化学部 

武道教育学科 100 400 80 320 ▲20 ▲80 

スポーツ国際学科 100 400 100 400 0 0 

 
児童ｽﾎﾟｰﾂ 
教育学部 

 
児童ｽﾎﾟｰﾂ 
教育学科 

児童ｽﾎﾟｰﾂ 
教育ｺｰｽ 

150 600 120 480 ▲30 ▲120 

幼児教育 
保育ｺｰｽ 

50 200 50 200 0 0 

合  計 1,345 5,380 1,345 5,380 ０  ０ 
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導者の育成を追求し続け、高度な教養に裏付けられた国際性や市民性、体育やスポーツについての専門
的な実践力・知識を兼ね備えた人材を輩出している。 

こうした社会的背景や、本学が果たすべきミッション（社会的使命）やヴィジョン（目指すべき姿）を
鑑みれば、我が国の体育・スポーツの普及・発展を積極的に推進する実践者の輩出を、より一層強化して
いく事が「一億総スポーツ社会」の実現には必要不可欠な事であると言える。 

他方、本学では時代や社会からの要請を踏まえ、平成 25（2013）年 4 月に日本体育大学女子短期大学
部を児童スポーツ教育学部へ、平成 29（2017）年 4 月には体育学部武道学科をスポーツ文化学部へ改組
転換を行なった。 

だが現在では、児童スポーツ教育学部児童スポーツ教育学科児童スポーツ教育コースでは、近年、設置
キャンパス（東京・世田谷キャンパス）を含む首都圏（1 都 6 県）に、多くの競合大学が現れた事に加え、
改組転換時に実質的な増員を行なった事も相まって入学定員の確保に苦慮する状況へと陥っている。 

また、スポーツ文化学部武道教育学科では、令和 3 年（2021）年度入学生は定員を下回ったものの、
高い歩留率から一定程度の強い志願者のニーズがあることに加え、日本固有の身体運動文化である武道
と、古来より民俗行事として伝承されてきた民族舞踊や和太鼓などの伝統芸能の担い手を今後も長期的
に養成していく事は、我が国固有の文化を存続させる上で非常に価値あるものであると考えられる。 

加えて、令和 4（2022）年度には、現在の大学院体育科学研究科について、学位プログラムの導入によ
る体系的な教育プログラムの実施を目的として、大学院体育学研究科へと改組・転換して設置する予定
としている。この事により、高い汎用性から研究領域の拡大を続ける体育・スポーツやその関連分野にお
いて、学位レベルに相応しい能力や資質を持ち合わせた人材を世の中へ輩出する事が可能になると考え
られる。今般の体育学部の収容定員の増員する事は、これらの研究活動を推進する人材を養成する事に
も直結し、引いては本学のミッション・ヴィジョンの観点から、社会からの要請に合致したものであると
言う事ができる。 

これらを踏まえるとスポーツ文化学部武道教育学科ならびに児童スポーツ教育学科児童スポーツ教育
コースについては、改めて入学定員の適性規模を再度検討する必要があると言える。 

ついては、このような本学を取り巻く状況を総合的に鑑み、スポーツ文化学部武道教育専攻を 20 名、
ならびに児童スポーツ教育学部児童スポーツ教育学科児童スポーツ教育コースを 30 名減員し、合わせて
体育学部体育学科を 50 名増員することで、それぞれ各学部・学科、コースを適正規模に変更する事とと
した。これにより、収容定員は体育学科 3,000 名から 3,200 名へ増員し、武道教育専攻 400 名から 320
名、児童スポーツ教育コースは 600 名から 480 名へとそれぞれ減員する事となる。 
 
ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程の変更内容 
 (ア) 教育課程の変更内容 

教育課程の変更は行わない。なお、収容定員の変更を行なう学部等の現状は、以下のとおりである。 
 
■体育学部 
１）体育学部における人材の養成に関する目的 
体育学部 

体育学部は、保健体育及びスポーツに関する学術と実際を教授研究し、国際的視野をもった高い教
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養と、体育及び健康等の指導や支援に関する専門的な知識・技術を兼ね備えた指導者を養成する。 
体育学科 

体育・スポーツの科学的研究を深めると共に、国際的な視野に立った教養豊かな指導者及び優秀
な競技者を養成する。 
健康学科 

学校教育における児童・生徒並びに勤労者及び福祉的支援を要する人の体力向上と健康の増進に
ついて、スポーツ医科学と福祉の連携により、専門的な知識や技術を身につけた指導者を養成す
る。 

 
２）体育学部の卒業認定及び学位授与の方針 

体育学部は、本学の教育理念を根幹とし、「独自の教育・研究プログラムを創造的に展開し、我が国
の体育・スポーツ界ならびに来るべき知識基盤社会をリードする大学を目指す。また、同時に心身とも
に逞しく、明朗活発で、自らが選択した職種の現場において強い即戦力として活躍できる人材の育成を
図る。」という教育目標を掲げて、それを実現するために教育課程（カリキュラム）を編成・実施して
いる。この課程を終えて、学位が授与されるためには、以下のことが求められる。 

① 所定の期間在学し、本学の社会的使命（ミッション）及び目標（ビジョン）に則って設定され
た授業科目を履修することにより、所定の単位を修得している。 

② 体育スポーツ学に関する諸科目の多面的な履修を通じて、広く教養を培うとともに、体育・身
体活動・スポーツの実践を通じて、体力の向上、健康の保持増進、心身の調和のとれた発達、
競技力向上、国際平和の実現に貢献できる専門的知識と技能とを体得している。 

③ 体育学部における共通教育及び各学科・学修領域に設定する体系的学修とを通じ、現代社会が
抱える体育スポーツ学の諸問題について、課題探求力や問題解決力、さらには、それらを実践
現場において有効に還元するためのコミュニケーション力、実践力を備えている。 

 
３）体育学部（2013 カリキュラム）における教育課程編成方針 

  本学は、建学の精神に基づく教育使命を実現すべく、体育学部に体育学科、健康学科を置き、次の
方針のもとに教育課程を編成している。 

① よき市民及び国際人として身につけるべき基本的な素養としての社会人基礎力を形成するた
め、体育学部共通の教養教育科目及び総合教育科目では、教養科目に加え、言語表現科目やキ
ャリアデザイン科目、さらには本学独自の総合科目等を配し、調和のとれた人間力を高める。 

② 体育学を専攻とする学生として、体育学部共通の専門基礎科目を学修し、スポーツを通じて人
間の心身さらには生命に至るまで、基本的な知識や実践力を修得する。 

③ 各学科では、当該学問分野の基幹となる科目や発展的科目等を学修するとともに、履修モデル
としての専門領域において展開されている多様な科目を通じて、さらに高度な知識や実践力を
体得する。 

④ 体系的かつ専門的な学修を通じて体得した知識、技能、態度、志向性等を総合的に活用し、ス
ポーツ教育、競技スポーツ、ヘルスプロモーション、ソーシャルサポートなどの領域における
今日的課題を実践的に解決する力を獲得する。 
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４）体育学部(2013 カリキュラム等)における体系的な教育課程の編成 
 体育学部の人材養成の目的ならびに教育課程の編成方針に則り、「学部共通」、「学科共通」ならびに
「専攻領域」の科目群を配置し、体系的な教育課程を編成している。【資料 2】 

必修・選択必修の別については、全ての学生に履修させるべき科目及び各区分の中で基礎となる科目
を必修科目、各区分の中で必修科目を基礎として学生に選択的に履修させるべき科目を選択必修科目
としている。また各科目の履修順序(配当年次)は、ゆるやかな原則として、基礎的な科目から応用、発
展的な科目へ、総論的な科目から各論的な科目へという考え方に基づいている。 
 ① 学部共通科目 

体育学部の目的を達成し、目指す人材を養成するために、学部共通科目を区分１として、『教養教
育科目』、『総合教育科目』、『専門教育科目』の 3 種類の科目群から総合的に構成している。 

そしてこれらの３科目群を、さらに区分２として、『教養教育科目』については、「言語表現科目」、
「教養科目」、「外国語科目」の３科目群に区分した。『総合教育科目』については「総合科目」、「キ
ャリアデザイン科目」の 2 科目群に区分し、『専門教育科目』については「理論系科目」と「実践系
科目」の 2 科目群に区分した。 

  ② 学科共通科目 
学科共通科目を区分１として、『基幹科目』、『展開科目』の科目群から構成している。 
②－１ 体育学科 

『基幹科目』では、スポーツ活動や日常生活における人の動きを客観的に評価・修正し、個々の
ニーズに合わせたトレーニング及びその指導方法についての知識を涵養する科目を配置している。 
『展開科目』では、基幹科目で獲得した能力、知識をより具体的かつ実践的に学ぶための科目群を
配置する事で、一人ひとりの技術レベルに応じたスポーツ指導及び学校、スポーツ団体、諸施設等
との有機的連携が図れるリーダーシップを涵養する。 
②－２ 健康学科 
 『基幹科目』では、健康の増進、疾病予防の観点から健康管理のあり方を学修し、自他ともに健
康の保持増進できる能力を涵養することに加え、社会福祉の役割やしくみなど、基礎的な知識を涵
養する科目群を配置し、『展開科目』では、人々の疾病を予防し、心身の健康の保持増進と安全の
確保に必要な実践的技術を涵養する科目群を配置している。 

  ③ 専攻領域科目 
体育学科に、スポーツ教育領域及び競技スポーツ領域、健康学科に、ヘルスプロモーション及びソ

ーシャルサポート領域を設け、領域毎に基幹科目、展開科目、自由科目の三種類の科目群から構成さ
れる領域科目を配置している。 

なお、2017（平成 29）年から、新たに特別支援学校一種免許状（知的障がい・肢体不自由者・病
弱者）授与資格に資する「知的障がい児・者のスポーツ指導」や「肢体不自由児・者のスポーツ指導」
などの科目を配し、体育・スポーツに基軸を置きながらも、インクルーシブな社会に即したより広範
な領域での学生のキャリア開拓にも取り組んでいる。 

③-１ スポーツ教育領域 
『基幹科目』では、中学校及び高等学校の教育現場において、体育科・保健科の目標、内容、指



学則変更の趣旨等-6 

導計画、学習指導法、評価の方法について理解を深め、保健体育教員として授業を展開していくた
めに必要な基礎的資質を涵養する。 
 『展開科目』では、中学校及び高等学校学習指導要領(保健体育)に記載された体育分野の領域に
合わせた十八種目の実技科目を置き、スポーツ教育に習熟し、学校現場を中心に青少年の健全育成
に資するための高度な実践力と専門知識を涵養する。 
③-２ 競技スポーツ領域 
 『基幹科目』では、学生自身がメンタルスキルや各競技種目に合わせたトレーニング方法を身に
付け、そのスキルを実践場面で活用するだけでなく、指導者の立場から、個々のニーズに合わせ
た、適切な技術・スキルトレーニング計画を立案し実践する能力を涵養する科目群を配置した。 
 また、『展開科目』では、スポーツ現場において生じた傷害に対して適切な救急処置を理解し、
実践できる能力を養い。さらにトップアスリートや、それを支えるコーチングスタッフに必要な、
科学的トレーニングやコーチング、コンディショニング管理に関する科目群を配置して、高度な実
践力と専門知識を涵養する科目群を配置している。 

   ③－３ ヘルスプロモーション領域 
『基幹科目』では子どもの精神発達の特徴や課題を理解し、学校現場において子どもの健全な成

長を援助出来る能力を涵養する科目群を配置し、『展開科目』では、児童から高齢者まで幅広い年
代の疾病予防等に習熟し、学校や職場などにおける健康管理に関する高度な専門知識と実践力を
涵養する。また、『自由科目』では、中学校・高等学校教諭一種免許状及び養護教諭免許状授与資
格に対応する教育実習や、これに関する事前及び事後の指導を含めた科目群について選択的に学
修する。 
③－４ ソーシャルサポート領域 

『基幹科目』では「社会福祉Ⅱ」を置き、社会福祉の現状について政策論を軸に学修し、社会福
祉のあり方や課題を偏りなく考察できる能力を涵養する科目群を配置し、『展開科目』では、社会
保障制度、就労支援制度、介護保険制度など、福祉に関する制度や法律の現状と課題を認識するた
めの科目を置くとともに、相談援助にかかわるコミュニケーション技術を養う科目を置き、専門的
な知識や技術を習得することで、福祉ニーズに応える企画力やコーディネート力を涵養する科目
群を配置している。 
また、『自由科目』では、中学校・高等学校教諭一種免許状授与資格に対応する教育実習や、これ

に関する事前及び事後の指導を含めた科目群について選択的に学修する。 
 

■スポーツ文化学部 
（１）スポーツ文化学部における人材の養成に関する目的 

スポーツ文化学部 
 スポーツによる国際相互理解を基軸としながら、国際社会に対して日本の精神に根ざしたスポー 

ツによる開発援助、国際協力、国際交流などの実践的な技術や理論を推進できるような人材を育成
する。 
武道教育学科 
 我が国固有の身体運動文化である武道や芸道に関する知識と技術を身につけるとともに、国内
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外において正しく武道や芸道を指導し、伝えることができる人材を育成する。 
スポーツ国際学科 
 スポーツ国際学科は、国際社会において日本の精神文化に立脚したスポーツによる開発援助、国

際支援ができるとともに、日本と諸外国とのスポーツ交流を推進できる人材を育成する。 
 

（２）スポーツ文化学部の卒業認定及び学位授与の方針 
  スポーツ文化学部は、本学の教育理念を根幹とし、「独自の教育・研究プログラムを創造的に展開  

し、我が国の体育・スポーツ界ならびに来るべき知識基盤社会をリードする大学を目指す。また、同
時に心身ともに逞しく、明朗活発で、自らが選択した職種の現場において即戦力として活躍できる人
材の育成を図る。」という教育目標を掲げて、それを実現するために教育課程（カリキュラム）を編
成・実施している。この課程を終えて、学位が授与されるためには、以下のことが求められる。 

    ① 所定の期間在学し、本学の教育理念・教育目標に沿って設定した授業科目を履修して、卒業  
要件単位数を修得する。 

    ② 体育学（スポーツ科学）及び武道学、伝統芸能の研究を深め、多面的な履修を通じて基礎的な 
学習能力を養い、日本の「道」の精神に基づく実践的技術を向上させ、国際社会においてスポ
ーツ・体育による貢献のできる専門的な知識を理解するとともに、これらを実践できる力を身
につける。 

    ③ 学科における専門的学習と学科を横断する学習とを通じて、現代社会において日本の伝統的 
な文化に根差した国際貢献の役割を深く理解し、課題探求心、問題解決能力、コミュニケーシ
ョン能力などの総合能力を身につける。 

 
（３）スポーツ文化学部（2019 カリキュラム）における教育課程編成方針 

本学は、建学の精神に基づく教育使命を実現すべく、スポーツ文化学部に武道教育学科、スポーツ 
国際学科を置き、次の方針のもとに教育課程を編成し実施する。 

  ① よき市民及び国際人として身につけるべき基本的な素養としての社会人基礎力を形成するた 
め、スポーツ文化学部の学部共通科目では言語コミュニケーションや基礎教養に関わる教養
科目と本学独自の総合科目を配し、調和のとれた人間力をたかめる。 

    ② 武道学、伝統芸能の実践とこれらの文化の領域を包括するスポーツ文化学を専攻する学生と 
して、学部専門科目（理論）と学部専門科目（体育実技）を学修し、スポーツ文化学ならびに
武道と伝統芸能の基本的な知識や実践力を修得する。 

    ③ 各学科において、当該学問分野の基幹となる学科基礎科目と学科専門科目の学修をするとと 
もに、多様で実践的な科目を通じて、さらに高度な知識や実践力を体得する。 

    ④ 体系的かつ専門的な学修を通じて体得した知識、技術等を総合的に活用し、国内外において  
武道教育、伝統芸能、体育指導、スポーツ国際交流、スポーツ支援、スポーツ国際開発援助な
どの領域における今日的課題を実践的に解決する力を獲得する。  

武道教育学科 
伝統に由来する体系化された「我が国固有の伝統スポーツ文化」である武道の学修（実践・理論） 

を通じて、心技体を一体として鍛え、人格を磨き、道徳心を高め、礼節を尊重する態度を養い、国
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家社会の平和と繁栄に寄与する人間形成を育むとともに、さらには伝統芸能を通じて日本の身体
文化、精神文化を再確認した上で、国際的交流や貢献を推進するとともに、国際相互理解の増進と
国際平和に寄与できるよう、関連する実践的な技術や理論について学修する。スポーツを通じた国
際理解、国際平和への貢献・実現に積極的に取り組めるよう、武道教育学科には武道教育と伝統芸
能に関する学修領域を設け、より高度な実践力と知識とが体得できる本学独自のプログラムを設
ける。 

スポーツ国際学科 
スポーツを通した国際相互理解を基盤として、体育・スポーツによる国際交流を推進し、国際社  

会にあっては日本の精神文化に立脚した体育・スポーツによる国際支援、国際開発援助を促進する
ための知識と技術を学修する。スポーツという文化を通して文化的他者を理解するために、異文化
理解の学修領域を設けるとともに、異文化において体育・スポーツ指導ができることを目指したス
ポーツ実践の学修領域も設定することで、より高度な実践力と知識が体得できる本学独自のプロ
グラムを設ける。 

 
（４）スポーツ文化学部（2019 カリキュラム）における体系的な教育課程の編成 

   スポーツ文化学部の人材養成の目的ならびに教育課程の編成方針に則り、『学部共通』、『学部専門
（理論）』、『学部専門（体育実技）』ならびに『学科基礎』および『学科専門』科目群を配置し、体系
的な教育課程を編成している。【資料 3】 

   必修・選択必修の別および各科目の履修順序については、体育学部と同様であるため割愛する。 
  ①『学部共通科目』、『学部専門（理論）科目』および『学部専門（体育実技）科目』 

スポーツ文化学部の目的を達成し目指す人材を養成するために、『学部共通』科目を区分１として、  
「教養科目」、「総合科目」の 2 種類の科目群から総合的に構成している。 

   また、『学部専門（理論）』科目を区分１として、「基幹科目」および「展開科目」の 2 種類の科目
群で構成し、ならびに『学部専門（体育実技）』科目を区分１として、「展開科目」の１種類の科目群
で構成している。 

  ②『学科基礎科目』 
   『学科基礎』科目群を区分１として、学科共通の科目として配置し、「基幹科目」と「展開科目」

の科目群で構成している。 
   「基幹科目」では、グローバル社会を生きる人々の生活や文化、宗教や慣習、民族に至るまでの幅

広い分野とスポーツの関連に関する基礎的知識について学修する科目群を配置し、「展開科目」では、
トレーニングやその指導法を主眼にしながら、バイオメカニクスや心理的側面からのアプローチな
ど、スポーツ科学に関する科目群や、人権教育や学校安全や学校保健等に感する管理運営に関する科
目群、国際情勢やスポーツが国際的に果たしうる役割などを学修する科目群、ならびに古来からの身
体活動である伝統芸能に資する科目群から選択的に学修する。 

  ③学科専門科目 
   武道教育学科およびスポーツ国際学科ごとに、学科独自の「基礎科目」および「展開科目」を配置

し、さらにそれぞれ「理論科目」および「実践科目」で細分化して体系的な教育課程を編成している。 
   また、「学科専門（資格関連）科目」では、として、中学校及び高等学校の保健体育教員として授
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業を展開していくために必要な基礎的資質を涵養する科目群や、中学校・高等学校教諭一種免許状授
与資格に対応する教育実習及びこれに関する事前及び事後の指導を含めた科目群を配置して、選択
的に学修する事としている。 

③―１ 武道教育学科 学科専門科目 
「基幹（理論）科目」では、武道を通じた教育や武道の技術のみならず、武道の普及や国際交流に

ついて学修し、②『基幹（実践）科目』では、伝統文化交流に資する実習科目を配置し、伝統文化の
交流について実践的に学修を行なう。 

また、「展開（理論）科目」では、古典芸能や舞踊や伝統芸能に資する各論的学修を行ない、「展開
（実践）科目」では、学修者の競技専攻や伝統芸能実技について、実践的学修に資する科目群を配置
している。 
③－２ スポーツ国際学科 学科専門科目 

「基幹（理論）科目」では、世界各国の地域特有のスポーツ文化に関する必修科目を学修し、「基
幹（実践）科目」では、フィールドワークやスポーツを通じた国際交流に資する実践的に学修を行な
う。また「展開（理論）科目」では、世界のスポーツ情勢やスポーツ政策、スポーツマネジメントな
ど、スポーツの今日的課題に対応できるよう各論的学修を行ない「展開（実践）科目」では、身体表
現や海外スポーツを指導する上で必要な実習科目群を配置している。 

     
■児童スポーツ教育学科 

（１）児童スポーツ教育学部における人材の養成に関する目的 
児童期における心身の発達特性に応じた体つくり、運動遊び・スポーツ、体育及び健康等の指導や 

支援に関する専門的な知識と技術を備えた指導者を養成する。 
   
（２）児童スポーツ教育学部の卒業認定及び学位授与の方針 
  児童スポーツ教育学部は、本学の教育理念を根幹とし、「独自の教育・研究プログラムを創造的に  

展開し、我が国の体育・スポーツ界ならびに来たるべき知識基盤社会をリードする大学を目指す。 
また、同時に心身ともに逞しく、明朗活発で、自らが選択した職種の現場において強い即戦力とし

て活躍できる人材の育成を図る。」という教育目標を掲げて、それを実現するために教育課程（カリ
キュラム）を編成・実施している。この課程を終えて、学位が授与されるためには、以下のことが求
められる。 

① 所定の期間在学し、本学の教育理念・教育目標に沿って設定した授業科目を履修して、卒業要 
件単位数を修得する。 

② 体育学（スポーツ科学）及び児童教育学の融合的研究を深め、多面的な履修を通じて基礎的な 
学習能力を養い、次代を担う子どもたちの調和のとれた発達、健康・体力の向上等に貢献でき
る専門的な知識を理解するとともに、これらを実践できる力を身に付ける。 

③ 学科・コースにおける体系的学習や横断型の学習等を通じて、現代社会における児童スポー  
ツ教育学の役割を深く理解し、課題探求力、問題解決力、コミュニケーション能力などの総合
的能力を身に付ける。 
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（３）児童スポーツ教育学部（2019 カリキュラム）における教育課程編成方針 
  本学は、建学の精神に基づく教育使命を実現すべく、児童スポーツ教育学部に児童スポーツ教育  

学科（児童スポーツ教育コース、幼児教育保育コース）を置き、次の方針のもとに教育課程を編成し
実施する。 

① よき市民及び国際人として身につけるべき基本的な素養としての社会人基礎力を形成するた 
め、児童スポーツ教育学部共通科目では基軸科目を学修の中心に据え、これに加えて言語コミ
ュニケーション科目や教養科目、さらには本学独自の総合科目を配し、調和のとれた人間力を
高める。 

② 児童スポーツ教育学を専攻する学生として、児童スポーツ教育学科共通の基幹科目、スポー  
ツ実技科目等を学修し、スポーツを通じて児童の心身さらには生命に至るまで、基本的な知識
や実践力を修得する。 

③ 各コースでは、当該領域の基幹となる科目や発展的科目等を学修するとともに、教育の現場  
に関わる多様な科目を通じて、さらに高度な知識や実践力を体得する。 

④ 体系的かつ専門的な学修を通じて体得した知識、技能、態度、志向性等を総合的に活用し、児 
童期（乳幼児から小学校修了まで）における心身の発達特性に応じた体つくり、運動遊び・ス
ポーツなどの指導や支援が積極的に展開できる力を獲得する。 

児童スポーツ教育コース 
  学校現場や地域における児童期の体育・スポーツや健康に関連する指導・支援を適切に行えるよ  

う、関連する実践的な技術や理論について学修する。教科指導はもとより、体育行事やクラブ活動、
総合型地域スポーツクラブ等で求められるより高度な実践力と知識とが体得できる本学独自のプロ
グラムを設ける。 
幼児教育保育コース 

  教育・保育の現場における体つくり・運動遊び、健康指導等に関連する実践的な技術や理論 につ  
いて学修する。加えて、食と栄養、障がいのある児童や病児の保育についても基礎的な知識を持ち、
児童の発育・発達、教育について深く理解できるようより高度な実践力と知識とが体得できる本学独
自のプログラムを設ける。 

 
（４）児童スポーツ教育学部（2019 カリキュラム）における体系的な教育課程の編成 
  児童スポーツ文化学部の人材養成の目的ならびに教育課程の編成方針に則り、『学部共通科目』、 

学部共通の『自由科目』、『資格関連科目』、『学科共通科目』『コース専門科目』ならびにコース専門
の『自由科目』を配置し、体系的な教育課程を編成している。【資料 4】 

必修・選択必修の別および各科目の履修順序については、体育学部およびスポーツ文化学部と同様
であるため割愛する。 

 
  ①『学部共通科目』、学部共通『自由科目』、『資格関連科目』 

児童スポーツ教育学部の目的を達成し目指す人材を養成するために、『学部共通科目』を区分１と
して、「言語コミュニケーション科目」、「教養科目」、「総合科目」、「基軸科目」の４種類の科目群を
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配置し、同じく学部共通の『自由科目』を区分１として『留学生科目』を配置し、『資格関連科目』
を区分１として「資格関連科目」に資する科目群を配置する事で総合的に構成している。 

  ②『学科共通科目』 
学科共通科目を区分１として、「基幹科目」と「スポーツ実技科目」ならびに「資格関連科目」を

配置している。 
「基幹科目」では、子どもの生理や身体活動についての理解を深める事で、児童期の体育・スポー

ツや健康に関連する指導・支援を適切に行なうための実践的な技術や理論について学修する科目群
を配置し、「スポーツ実技科目」では、十三種目のスポーツ実技科目を配置し、各スポーツの特性と
技能について学修する。また、「資格関連科目」では、多方面での体験的学習を通じた実践教育によ
り、学生自身のキャリア形成を支援に資する科目群を配置している。 

  ③『コース専門科目』ならびにコース専門の『自由科目』 
   児童スポーツ教育コース及び幼児教育保育コースごとに『コース専門科目』およびコース専門の 

『自由科目』を配置している。 
児童スポーツ教育コースの『コース専門科目』では、区分１として、「教育の基礎に関する科目」

と「教科の内容及び指導法に関する科目」ならびに「児童スポーツ教育科目」の科目群で構成してい
る。同様に幼児教育保育コースの『コース専門科目』では、区分１として、「基幹科目」、「保育の内
容と指導に関する科目」、「発展・展開科目」の３つの科目群を配置している。 

コース専門の『自由科目』では、児童スポーツ教育コースでは、小学校教諭一種免許状授与資格に
係る関連科目ならびに実習科目群を配置し、同様に幼児教育保育コースでは、小学校教諭一種免許状
および保育士授与資格に係る関連科目ならび実習科目群を配置している。 

③－１ 『児童スポーツ教育コース専門科目』 
「教育の基礎に関する科目」では、学校現場における指導・支援に関する実践的な技術や理論に

資する能力や資質を涵養している。また、「教科の内容及び指導法に関する科目」では、主に小学
校の教科教育全般における基本的知識やその指導法や実践論などのついての科目群を配置してい
る。加えて「児童スポーツ教育科目」では、児童期を対象とした体育・スポーツ分関連科目や、学
校現場に収まらない幅広い分野におけるスポーツ活動に資する各論的な学修科目を配置すること
で、学校現場のみならず地域スポーツの現場でも活きる確かな知識と実践力を涵養している。 

なお、「自由科目」では、保育内容にかかる総論や指導法に関する科目群や、小学校教諭一種免
許状授与資格に係る関連科目ならびに実習科目等を配置して選択的な学修を行なうために科目群
を配置している。 

 
③－２ 『幼児教育保育コース専門科目』 

「基幹科目」では、幼児期における教育や保育活動における基本的な知識や技能の修得に資する
科目群を配置し、教育・保育現場の基礎的知識の理解や、体験的学習による実践力の涵養に努めて
いる。また、「保育の内容と指導に関する科目」では、幼児期の保育に対象を絞った基礎的知識の
修得と保育内容の指導法について学修する科目群を配置している。 

さらに「発展・展開科目」では、特別に配慮が必要な幼児や、家庭での保育に関する各論的な学
習に向けた科目群を配置している。 
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なお、「自由科目」では保育内容にかかる総論や指導法に関する科目群や、保育士資格に係る実習
科目や実習指導科目を配置して選択的な学修を行なうための科目群が配置されている。 
 

（イ）教育方法および履修指導の方法 

  教育方法および履修指導の方法の変更は行なわない。なお、本学における教育方法及び履修指導は、
学部別の履修規程などで示しているものの、全学で共通した方針で実施し、現状については以下のと
おりである。【資料 5-1】、【資料 5-2】、【資料 5-3】 

（１）教育方法 
教育方法については、開設する科目の目的と内容、教育効果等を考慮して、講義（半期 2 単位）、

演習（半期 2 単位又は 1 単位）、実技・実験（半期 1 単位）、実習（30 時間 1 単位）の形式を定めて
いる。 

① 授業の受講生数と教育方法 
本学では、授業方法に応じた学生数を、講義の上限は 200 人、演習及び実技・実験の上限は 50

人とし、野外実習等は履修希望状況により団編成を行っている。 
また、授業時間割は、ホームルームクラスに割当てられており、1 ホームルームクラスの人数は

原則 20 人から 25 人となっていることから、授業クラスは、授業方法及び授業科目の内容等に応
じて、上限の範囲内で複数のホームルームクラスを合わせた授業形式を行っている。【資料 6】 

体育、情報処理、音楽などの実技を伴う技能教科の授業においては、一斉指導と小集団指導と個
別指導とを組み合わせて、全学生に共通する知識や技能の修得水準の確保と個性や能力に応じた
修得・習熟の保障とを両立させている。 

なお、収容定員の増減にあたっては、体育学部体育学科では 40 クラスが編成されており、50 名
の定員増加を図った際のクラス編成に与える影響は１ホームルームクラスにつき 1.25 人と２名以
内の増員となる。また、スポーツ文化学部武道教育学科では、同様に 4 クラスが編成されており、
収容定員の変更による影響は、１ホームルームクラスにつき 5 名の減員。児童スポーツ教育学部
児童スポーツ教育学科では、６クラスが編成され、１ホームルームクラスに与える影響は同じく 5
名の減員となる。 

いずれの増減にあたっても、クラス編成の原則としている 20 名～25 名の範囲以内での変更と
なり、授業方法及び授業科目の内容には、著しく影響を与える事はないと考えられる。 
② 授業の開講体制 

授業については、単独担当、複数担当（オムニバス方式、複数の教員で共同担当）などの授業の
特性及び教員の専門性に基づき、担当者を配置する。 

原則として、単独教員による開講であるが、授業の特性又は授業の展開計画に応じて、より専門
性の高い教員の協力による複数担当での展開、さらには、少数の履修人数による効果を期待したク
ラス指定の授業など、関係教員の専門性と授業科目の特性に応じた開講体制をとる。 

 
③ 新入生導入教育 

新入生導入教育では、高校の学びを補完する補習教育や、大学での学修内容に資するリテラシー
教育を中心とした「入学前教育」と、入学後の学修と学生生活に関するガイダンスを始めとした
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「新入生オリエンテーション」を各学部の特性に合わせて展開している。 
「入学前教育」では、大学での学びへの導入となる課題の配信とその添削、高校時の学びの補修

教育を実施する事で、大学での学修にスムーズに移行していく事を目的としている。 
また「新入生オリエンテーション」は、入学式の前日から約 1 週間の日程で新入生オリエンテ

ーション期間を設定し、その中で履修と学生生活に関するガイダンスなど、本学伝統教育に資する
の新入生の教育を行なっている。 
④ 実地実習による実践力の育成 

教育実習、養護実習をはじめとした、その他現場実習では、カリキュラム編成により系統的に学
修した一般教養や専門知識を基に、実地実習により体験的に学習した内容を、それぞれに配当され
た「実習指導」科目や「実践演習」科目を介して架橋・往還することで、教育・スポーツの現場に
則した確かな実践力の育成を重視している。 

また、海浜実習又はキャンプ実習及びスキー実習又はスケート実習などは、理論と実技の融合化
を図るとともに、学生間の交流を深めることにより、コミュニケーション能力を高めることができ
るように、合宿研修を伴う実習形式を展開している。 

 
（２）履修指導方法及び履修モデル 

入学時の新入生オリエンテーション期間に履修に関するガイダンスを実施し、各学部及び各学科
の理念と学修の目標、カリキュラムと履修方法を説明している。 

 
（３）シラバス 

学生が授業内容を十分把握した上で履修計画を立てられるように、全科目のシラバスを作成し、本
学ポータルサイト上の「n-pass（エヌ・パス）」の画面上で見られるようにしている。シラバスには、
①授業の概要と目的、②到達目標、③授業の内容・計画、④成績評価の方法・基準、⑤準備学習や受
講生に対するメッセージ、⑥教科書・参考書、の六項目について詳細に記述している。 
 

（４）履修ガイダンス 
入学時及び年次の更新期には、オリエンテーション又は年次教育を開催して、教育課程と授業科目

の構成等、履修登録、単位修得、授業、試験、成績及び単位認定方法、履修要領等についてガイダン
スを行っている。 

なお、これらの内容については、本学ポータルサイト上の「n-pass（エヌ・パス）」の機能上に掲
載し、学生が見ることができるようにしている。 
 

（５）オフィスアワー 
専任教員は、学生からの履修や学習についての相談に応じるためにオフィスアワーを設定し、学生

に周知する。また、オフィスアワー以外の時間帯でも、可能な場合は対応する体制をとっている。 
（６）クラス担任 

特に修学上のサポートが必要な１・２年次では、学生約 20～25 人を１単位とする「クラス」を編
成し、１クラスに１名、専任教員を担任として配置している。 



図っている。収容定員変更後の必要教員数は、体育学科 30 人、健康学科は変更なく 12 人であり、基
準を満たす人数となっている。 

同様に、スポーツ文化学部の必要専任教員数は、武道教育学科 9 人、スポーツ国際学科 9 人、児童 
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履修指導をはじめ、学生生活全般についての相談にのり、指導にあたっている。なお、上級学年とな
る３年生以上では、教育研究上の専門性やこれに伴う進路指導等を考慮し、ゼミ担当教員を担任とし
て設定している。 
 

（７）履修登録制限（CAP 制） 
履修科目の年間登録上限については、大学設置基準第二十七条の二に基づき、1 単位当たりの学修

時間 45 時間を勘案し、学部ごとに以下の履修登録制限を定めている。 
 

図表 2 学部ごとの履修登録制限（CAP 数）一覧 
学 部 履修制限（単位）数 

体育学部 ５０単位 
スポーツ文化学部 ４４単位 

スポーツマネジメント学部 ４４単位 
児童スポーツ教育学部 ４４単位 

保健医療学部 ４３単位 
 
（ウ）教員組織の変更内容 

教員組織の変更は行わない。なお、大学設置基準第十三条別表第一より算定した本学における必要
専任教員数並びに現行の専任教員数は以下のとおりである。 
 

図表 3 学部ごとの必要教員数と現行の教員数一覧 
学 部 学 科 必要専任教員数 現行の教員数 

体育学部 
体育学科 29 人 61 人 
健康学科 12 人 14 人 

スポーツ文化学部 
武道教育学科 9 人 11 人 
スポーツ国際学科 9 人 10 人 

スポーツマネジメント学部 
スポーツマネジメント学科 10 人 13 人 
スポーツライフマネジメント学科 9 人 12 人 

児童スポーツ教育学部 児童スポーツ教育学科 14 人 29 人 

保健医療学部 
整復医療学科 9 人 16 人 
救急医療学科 8 人 11 人 

 
なお、このうち収容定員の変更を行なう体育学部の必要専任教員数は、体育学科 29 人、健康学科 12

人であるが、現行の専任教員数は体育学科 61 人、健康学科 14 人でこの基準を上回っている。 
加えて、教職教育を担当する教員を 8 人配置し、質の高い教員養成を展開すべく教職教育の充実を
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スポーツ教育学部児童スポーツ教育学科の必要専任教員数は 14 人となっている。 
ともに現行の専任教員数が必要専任教員数を上回り、合わせて各 1 人づつの教養教育担当の専任教員
を配置している。両学部とも収容定員減の変更を行った後も、教員組織の変更は行なわない事から、そ
れぞれ基準を上回り教員組織には問題はないと言える。 

さらに、従来の教員人事計画を進め、定年等により専任教員が退職した場合は、相応に教員を補充す
る等、然るべき増員を行うことで教育環境の維持や教育の質を担保している。 

 
（エ）大学全体の施設・設備の変更内容 
施設・設備等の変更は行わない。大学全体の現状については以下のとおりである。 

（１）校地、運動場等 
日本体育大学の校地面積は、208,049 ㎡あり、東京・世田谷キャンパスは、1 街区から 5 街区 39,894

㎡、6 街区 1,140 ㎡の合計 41,034 ㎡、横浜・健志台キャンパスは 167,015 ㎡となっている。校舎のほ
か体育大学の特性上から種目ごとに運動用地及び体育館用地を有しており、大学設置基準における校
地面積（体育学部 42,400 ㎡+児童スポーツ教育学部 8,000 ㎡+保健医療学部 6,800 ㎡計 57,200 ㎡）を
上回っている。 

東京・世田谷キャンパスと横浜・健志台キャンパス間の移動時間は約 1 時間を要するが、両キャン
パスにおける運動施設等の各種施設は、体育大学としての教育研究の実践の場として整備されており、
教育研究活動の目的を達成するため活用している。 

① 東京・世田谷キャンパス 
東京都内の都市型のキャンパスとして、1 街区から 5 街区の 39,894 ㎡と 6 街区 1,140 ㎡を体育学

部、スポーツ文化学部および児童スポーツ教育学部で使用する。1 街区から 3 街区の教育研究棟は、
教室、演習室、実験室、研究室、図書館等があり、5 街区のスポーツ棟は、大・中・小体育館、屋内
プール、スポーツ・トレーニングセンター等があり、人工芝のグラウンドと 100m 走 8 コースの全
天候型走路を有している。 

6 街区には児童スポーツ教育学部が特に使用する教室、実験室、演習室がある。また、本キャンパ
スには、男子寮として深沢寮、女子寮として和泉寮、卒業生なども利用出来る世田谷ゲストハウスが
ある。 

また、交通アクセスは、東急田園都市線桜新町駅より徒歩約 15 分の閑静な住宅街に位置している。 
② 横浜・健志台キャンパス 

体育施設として広さや敷地を必要とする屋内運動施設や屋外運動施設の充実した郊外型のキャン
パスであり、167,015 ㎡を有し、体育学部、スポーツマネジメント学部および保健医療学部で使用し
ている。その内訳は、校舎敷地 91,306 ㎡、運動体育施設敷地 11,900 ㎡、運動用地 63,809 ㎡である。
また、本キャンパスには、男子寮として健志台合宿寮が、女子寮として健志台桜寮、卒業生なども利
用出来る横浜ゲストハウスがある。 

敷地内には、教室及び研究室、図書館分室、体育館 4 棟、学生の福利厚生施設 2 棟、スポーツ・ト
レーニングセンター、屋外温水プール、陸上競技場、テニスコート、ラグビー場、サッカー場、野球
場などを配している。平成 26（2014）年 3 月には、保健医療学部用校舎棟として９号館、平成 30
（2018）年３月にはスポーツマネジメント学部用校舎棟として８号館を竣工している。 
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また、交通アクセスは、東急田園都市線青葉台駅よりバス利用約 10 分の静かで緑豊かな場所に位
置している。 
③ 校外施設 

校外施設として、長野県菅平に夏期にはキャンプ場、冬期にはスキー場ロッジとして利用可能な菅
平実習場を保有している。 

 
（２）校舎等施設の整備 

本学の校舎面積は、両キャンパスで 67,897 ㎡ を有しており、東京・世田谷キャンパスは 32,683 ㎡、
横浜・健志台キャンパスは 35,214 ㎡ である。大学設置基準面積（体育学部 23,334 ㎡＋児童スポーツ
教育学部 4,958 ㎡ + 保健医療学部 7,983 ㎡ 計 36,275 ㎡）を上まわっている。 

東京・世田谷キャンパスの周辺の環境は、閑静な住宅街であり、研究室、実験室、体育研究所などの
学術研究施設及び教室、図書館、体育館、スポーツ・トレーニングセンター、屋内温水プール、屋外運
動場といった教育に関する建物等を擁している。また、両キャンパスの教室内は、ビデオプロジェクタ
ー等マルチメディア機器を設置している。 

横浜・健志台キャンパスは前述のとおり郊外型キャンパスのなかに教育研究施設のほかスポーツの
メッカとしての各種競技の公式競技場が完備している。平成 26 年（2014）年 4 月には保健医療学部用
校舎棟である９号館を竣工し、鉄骨造 4 階建て延床面積 4,755 ㎡ 、柔道場 1 室、実習室 3 室、教室 12
室、研究室 21 室、事務室、学部長室等を有し、実習が行える柔道整復施術室（44 ㎡）も含まれている。 

さらに平成 26（2016）年 4 月には、スポーツマネジメント学部用校舎棟８号館を竣工した。その概
要は鉄骨造 4 階建て延床面積 5,627 ㎡ 、教室 1８室、ゼミ室２室、研究室 2６室、事務室、学部長室
等を有している。 

 
（３）図書等の資料及び図書館 

① 図書館閲覧室、閲覧席数、レファレンス・ルーム、検索手法等 
図書館本館は、東京・世田谷キャンパス教育研究棟 2 階(441.93 ㎡ 175 座席)・3 階(530.09 ㎡

220 座席)に配置し、閲覧室は利用形態によって選択できるよう、テーブル席の他、間仕切りされ
た 1 人用閲覧席、複数人数で利用できるグループ閲覧室(3 室)を整備している。本館の書架収容力
は、地下の自動化書庫を含めて約 46 万冊である。自動化書庫資料は、同キャンパス内からオンラ
インで出納することができる。 

横浜・健志台キャンパスには、分館（759.52 ㎡ 183 座席）、学習室（121 ㎡ 57 座席）と 9 号館
2 階の保健医療学部図書館（288.32 ㎡ 92 座席）を配置し、書架収容力はそれぞれ、分館約 4.9 万
冊、保健医療学部図書館約 0.7 万冊である。加えて 3 号館 2 階に書架収容力約 2.0 万冊の保存庫を
有している。 

大学全体では和書約 39 万冊、洋書約 13 万冊の合計約 52 万冊を有している。 
蔵書資料の検索は学内外からインターネット上で検索でき、一部電子書籍は学外からのリモート
アクセスが可能である。また、EPUB リフロー版電子書籍を導入し、紙媒体資料の PDF 等への媒
体変換とメール送信のサービスとあわせて、プリントディスアビリティのある学生への対応を行
っている。 
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キャンパス間の図書館資料輸送は、学内定期便と業者による宅配便を組み合わせて最大週 4 回
行うことが可能で、利用者の移動に係る負担を軽減し利便性を高めている。 

本館と分館は、授業期間中は平日 8 時 45 分から 22 時まで、土曜日は 8 時 45 分から 19 時まで、
日曜日は 10 時 15 分から 18 時まで、司書を配置して開館しており、自習や図書館内外の資料請
求、レファレンス等に対応している。 

本学図書館は、国立情報学研究所の NACSIS-CAT/ILL に参加し、文献複写や相互貸借などの他
大学図書館との相互協力による学術情報の流通や、一般利用者への無料公開、メールによるレファ
レンス対応等、地域社会貢献に積極的に取り組んでいる。 

②デジタルデータベース、電子ジャーナル等の整備 
東京・世田谷キャンパスと横浜・健志台キャンパスの図書館内には、館内貸出用ノート PC を含め

て学生用 PC 合計 152 台を設置し、予習復習の情報収集やレポート・論文作成等に活用されている。
近年特にデジタルデータベース、電子ジャーナル等デジタルコンテンツの利用が増加していること
に応え、学生向け図書館情報リテラシー教育や、大学院生や教職員向けのデータベース活用講座や教
育著作権講習の開催による情報提供等、利用者教育や教育研究支援活動に積極的に参画している。 

図書館が契約中のデジタルデータベースには、医中誌 Web、メディカルオンライン、ジャパンナ
レッジ、Science Direct、Wiley Online Library、MEDLINE Complete、SPORTDiscus with Full Text、
Health Source など 14 種に加えて、朝日新聞聞蔵Ⅱビジュアル、読売ヨミダス歴史館、毎日新聞毎
索パックの新聞 Web 版がある。 

電子ジャーナルについては、上記データベースによるものに加えて、American Journal of Education、
Adult Education Quarterly など国内外 130 種以上を整備している。 
検索については、タイトルからの検索を可能にする電子ジャーナルリストに加えて、複数データベー
スの同時検索を可能にする統合検索機能を導入し、また、学外からのリモートアクセス化を推進中
で、一層の利便性の向上に努めている。 

今後も更にデジタルデータベース等の整備を推進し、教育・研究支援を行う。 
 

（４）ICT の整備  
① インフラストラクチャ 
（a）全学ネットワーク 

コンピュータはもとより、利用者が拡大するスマートフォン、タブレットを収容することを目的
に、平成 25（2013）年度に有無線ネットワークの高速化、および無線ネットワーク拡充を行い、全
学ネットワーク全体の再設計を行った。現在でも継続してこのネットワークを利用している。 

導入から７年が経過し、機器の老朽化及び保守の終了が懸念される為、令和 3（2021）年度から令
和 4（2022）年度年にかけて、学内ネットワーク機器の入れ替えを予定している。 

なお、コロナ禍によるオンライン授業等の利用増加によるインターネットからのアクセス増加を
考慮し、令和 2（2020）年度はデータセンターの回線速度を 1Gbps から 10Gbps に強化した。 
令和 3（2021）年度もオンライン授業継続の見込みの為、両キャンパスとデータセンター間の専用線
の回線速度も 10Gbps に強化する予定としている。 

また、無線ＬＡＮについては、横浜・健志台キャンパス１号館など無線アクセスポイントが設置さ
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れていない教室について、臨時に無線機を設置する等の対応を実施している。 
スマートフォンやモバイルノートの増加に伴い、以前より無線ＬＡＮの重要性が増しており、接続

台数や利用可能エリアの強化を今後も継続して検討していく。 
（b）危機管理 

BCP（Business Continuity Planning：事業継続計画）、DR（Disaster Recovery：災害時復旧）の観
点から、教育の維持のために必要とされる情報、システムを遠隔地（北海道）に配置し、その保護に
努めている。 

平成 30（2018）年には、データセンターに仮想基盤専用の共有ストレージを導入し、複数サーバ
で１つのストレージを共有する事で、サーバ１台で障害が発生しても、別のサーバで機能を継続する
事が可能となった。結果、サーバ障害時はもちろん、定期的なメンテナンス時においても、システム
を停止せず対応・復旧が行えるため業務継続性を改善が見込まれる。 

また、ほぼ全てのシステムが仮想サーバ環境で稼働させる設計は継続しており、オンライン授業の
利用増でサーバ負荷が急に高くなった際も、メモリやＣＰＵなどの割当てを必要に応じて増やし、翌
日には問題が出ないよう対応している。 

 
② PC 環境の整備 
(a)PC 教室設備 

平成 26（2014）年 4 月に PC 教室設備の増設を行い、単一のコンピュータで MacOS、WindowsOS
のいずれもが利用できる環境とする等、高度な情報技術を用いて教育を支援している。 

授業科目で利用する PC 教室(MacOS 環境)と、一般教養の授業で利用する PC 演習室(WindowsOS
環境）を整備しているが、PC 教室(MacOS 環境)は Apple 社のハードウェアが過渡期にあり、現在
次期端末選定について検討中している。 

また、東京・世田谷及び横浜・健志台の両キャンパスの PC 演習室は、新規に Windows 環境が利
用できる教室として令和元（2019）年度に整備した。 

PC 教室 ：東京・世田谷キャンパス 70 台／横浜・健志台キャンパス 116 台 
PC 演習室：東京・世田谷キャンパス 144 台／横浜・健志台キャンパス 105 台 

※いずれも学生用端末数（教卓及び予備機は含まない） 
(b)学生開放用 PC 

課外時等の予復習、高度情報技術の体験の場を提供するため、学生ラウンジ、学生寮に学生が自由
に利用できるコンピュータを設置している。 

設置台数：東京・世田谷キャンパス ４２台（教育研究棟１階 学生ホール） 
横浜・健志台キャンパス １６台（１号館 3 階および 4 階スペース） 
各学生寮        ２３台（東京・世田谷：深沢寮５台、和泉寮１０台） 

                    （横浜・健志台：合宿寮６台、桜寮２台） 
また、キャンパス内には成果物等の印刷、ドキュメントのコピー、スキャンを行うことのできる複

合機を設置し、教育活動を下支えしている。 
 

(c)Web サービス 



学則変更の趣旨等-19 

オンライン授業の増加に伴い、マイクロソフトチームズの活用や、令和 2(2020)年度にオンライン
会議システムアプリケーション Zoom の法人契約等を実施した。 

これにより各教員が担当科目の学修に適したツールを複合的に活用してする事が可能となり、学
生の習熟度向上に努めている。 

また、教学系ポータルサイト(n-pass)を活用した課題や授業資料の提出が増えている為、ディスク
容量も拡張しているが、令和３（2021）年度には、更なるデータ容量増加を見込み、データセンター
共用ストレージ自体の容量拡張を実施予定としている。 

 
エ 2 以上の校地において教育研究を行う具体的計画 
 本学では、体育学部体育学科および健康学科のみ、２以上の校地において教育研究を行なっている。 
ついては、ここでは体育学部体育学科および健康学科の具体的計画について記載する。 
 

本学体育学部では、体育・スポーツにおける高度な専門的知識を習得するための教育効果の向上や、本
学の社会的使命である高度な国際競技力を有し他者の模範となる優れたアスリートを育成するために、
東京・世田谷および横浜・健志台の両キャンパスにそれぞれの競技における専門施設を設置し、学修環境
の充実に努めている。 

特に世界レベルの競技力を有する学生アスリートが数多く所属する体育学科では、教育・研究のみなら
ず学生がクラブ活動に専念できる環境を整備することは大学の特性上、必要不可欠であると言える。 

そこで体育学科では、学生本人が所属するクラブの活動拠点が置かれたキャンパスを自身の所属キャ
ンパスとして設定し、「世田谷クラス」と「健志台クラス」の２つの所属クラスに大別して、同一のカリ
キュラムを別々のキャンパスで受講できる学修環境を構築している。なお、入学時に所属クラブが定ま
っていない学生や、クラブに所属する予定のない学生は、両クラスの人数比率を勘案し、すべて世田谷ク
ラスとしている。 

ただし、先述した専門施設は、どちらかのキャンパスにのみに設置してあるため、特に実技や実習科目
等を中心に、学生は両キャンパスを往来して授業を受講する事としている。 

なお、健康学科でも、両キャンパスを使用して教育研究活動を行なっているが、すべてのクラスが同一
のスケジュールでキャンパス間を移動する行なう事。また２年次以降は、東京・世田谷キャンパスにおい
て、健康学科関連科目の配当が増加する事から、すべてのクラスは「世田谷クラス」となる。 
 
（１）それぞれの校地の学生収容定員 
  体育学科における世田谷および健志台クラスの編成は、所属クラブの部員数の状況によって左右さ

れる。またいずれのクラスに所属していても、専門施設の設置状況から所属学生は両キャンパスを往来
して授業を受講せざるを得ない。そこでこれらを考慮し、本学ではそれぞれの校地には学生収容定員を
定めてはいない。ただし、直近 5 年間の在籍学生数を見ると、世田谷クラスの学生数は、体育学科の在
籍学生総数の 45％前後、同じく横浜・健志台クラスの学生数は総数の 55％前後で推移し大きく変化し
ていない。【資料 7】 

そこで両キャンパスの授業施設の利用者上限数を超えない範囲で学生が動向できるようクラス単位
を活用した時間割を編成して学修環境の整備に努めている。 
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また、この事から体育学科では、各キャンパスの授業施設における最大利用者数から、他学部の収容
定員を減じたものを体育学科の各キャンパスの最大受入定員として定義し、この最大受入定員に考慮
しながら学生の動向に留意している。【資料 8】 

健康学科では、若干クラス単位での授業科目の違いはあるものの、原則、年次ごとにすべての学生が
同じスケジュールで両キャンパスを移動している。そのため両キャンパスの最大受入定員は両キャン
パスともに収容定員と同一に設定している。 

 
（２）専任教員の配置状況 
  体育学科には 61 名の専任教員を配置し、そのうち東京・世田谷キャンパスを本務校とする教員を 27

名、横浜・健志台キャンパスを本務校とする教員を 33 名、その他 1 名（前・後期に本務校が変更され
る教員）を配置し、原則、本務校に所属する研究室を配置している。 

  また健康学科では、14 名の専任教員を配置し、そのうち東京・世田谷キャンパスを本務校とする教
員を 12 名、横浜・健志台キャンパスを本務校とする教員を２名配置している。研究室の配置について
は体育学科と同様である。 

専任教員においては、両キャンパスに設置している競技専門施設や、研究施設等の配置状況に合せて
本務校を定め、教育研究活動およびクラブ活動の指導状況等について配慮している。 

なお、一部専任教員においては、授業展開上の都合や、大学院および他学部における授業科目の兼担
状況などから、本人の希望や専門領域に添わない本務校が定められている。今後、計画に基づいた適切
な採用人事や時間割編成方針の検討などから改善を図る事としている。 

   
（３）教員・学生の移動への配慮 
  両学科ともに、学生の移動にかかる負担軽減を目的の一つとして、原則当日中のキャンパス間移動

が生じない時間割を編成している。また、東京・世田谷および横浜・健志台キャンパス間は、公共交通
機関を利用し、約 1 時間程度で円滑に移動可能であるが、週に数回生じる所属キャンパスと異なるキ
ャンパスへの移動に係る負担を軽減する事を目的として、授業期間中に限りキャンパス間のシャトル
バスを運行させている。【資料 9-1】【資料 9-2】 

授業開講時間に合せて、クラス人数を考慮し、東京・世田谷キャンパスから 1 日 6 便、横浜・健志
台キャンパス 1 日 7 便が発着している。当日平均で約 300～400 名の学生が利用している。所要時間は
70 分程度であるものの、教職員および学生は自己負担なく利用が可能であり、主に学生の経済的負担
を軽減する一助となっている。 

  
（４）施設設備棟の配慮 
  両学科ともに、すべての学生が在学中に必ず両キャンパスを利用するため、スポーツ・トレーニング

センター、図書館、学生食堂やコンビニエンスストア、購買などは両キャンパスに完備している。 
また、修学上での配慮として、学生支援センターや教職センター、国際交流センター、スポーツプロ

モーション・オフィスなど、学生の学内外での学びをサポートする事務部署も両キャンパスに設置し、
両キャンパスで共通して利用可能なプリントシステムや各種証明書発行機も導入・設置している。 

その他、学生のキャンパスライフや日常生活をより充実させるため「学生サポートデスク」を設置
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し、パソコンの購入や、賃貸物件の斡旋、ゼミ合宿や卒業旅行などの手続きなどについても両キャンパ
スでサポートを受けられる環境を整備している。 

（５）時間割上の工夫・配慮 
先述したとおり両学科ともに、原則、学生の当日中のキャンパス間移動を生じさせないため、時間割

編成上で、曜日ごとに授業受講キャンパスを定めている。 
体育学科における世田谷クラスでは、１年次は横浜・健志台キャンパスで週４日、東京・世田谷キャ

ンパスで週１日授業が受講できるよう時間割を設定している。同じく２・３年次は、横浜・健志台キャ
ンパス週３日、東京・世田谷キャンパス週２日。４年次には横浜・健志台キャンパスで週２日、東京・
世田谷キャンパスでは週３日の授業を編成している。 
同じく健志台クラスでは、１年次および 4 年次は、横浜・健志台キャンパスでのみ授業を実施し、２・
３年次には、横浜・健志台キャンパス週４日、東京・世田谷キャンパス週１日授業を設定している。 

また、健康学科では、年次ごとの全てのクラスが同一のキャンパス移動を行ない。1 年次は、横浜・
健志台キャンパスで週３日、東京・世田谷キャンパスでは週２日で授業を編成し、２年次以降は、横
浜・健志台キャンパスで週 2 日、東京・世田谷キャンパスでは週３日授業が受講できる時間割を編成
している。【資料 10】 

なお、収容定員の変更を予定している令和 4（2022）年度でも、増員による影響がクラス編成上 1 名
から 2 名程度であるため、この時間割編成方針は踏襲する事としている。 

今後も、クラス編成の人数設定を活用しながら、講義や実技・実習等をはじめとした、ほぼ全ての科
目で教室や施設の規模に応じた履修人数の緩やかな上限を設定し、少人数制によるきめ細やかで質の
高い授業の実施に努める事としている。 
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国語表現I 1前･後 1 ○ 0 0 0 0 0 兼6
国語表現II 2前･後 1 ○ 0 0 0 0 0 兼9
基礎英語I 1前 1 ○ 0 0 0 兼9
基礎英語II 1後 1 ○ 0 0 0 兼9
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝI 2前 1 ○ 1 0 0 0 兼7
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝII 2後 1 ○ 1 0 0 0 兼7
小計（6科目） － 6 0 0 1 0 0 0 0 兼25
哲学 1前 2 ○ 0 0 0 0 0 兼2
法学(日本国憲法) 1前･後 2 ○ 0 0 0 0 兼1
心理学 1前･後 2 ○ 0 1 0 0 0 兼2
芸術(音楽) 1前･後 2 ○ 1 0 0 0 兼1
生命科学 1前 2 ○ 1 0 0 0 兼1
情報処理(情報機器の操作を含む) 1前･後 2 ○ 1 0 0 0 0 兼3
小計（6科目） － 0 12 0 3 1 0 0 0 兼10
文学 2前･後 2 ○ 1 0 0 0 0 兼0
社会学 2前･後 2 ○ 0 0 0 0 兼3
歴史学 2前･後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
経済学 2前･後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
統計学 2前･後 2 ○ 0 0 0 0 兼4
ｴｺﾛｼﾞｰ 2前･後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼4
小計（6科目） － 0 12 0 1 0 0 0 0 兼13
海外語学研修 1通 2 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

応用英語 2通 2 ○ 0 0 0 0 0 兼2
ﾄﾞｲﾂ語 2通 2 ○ 1 0 0 0 0 兼1
中国語 2通 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
ｺﾘｱ語 2通 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
小計（5科目） － 0 0 10 1 0 0 0 0 兼6
日体大の歴史(日体伝統実習を含む) 1前 2 ○ 1 0 0 0 0 兼0
小計（1科目） － 2 0 0 1 0 0 0 0 兼0
体育研究発表実演会 1後 1 ○ 1 0 0 0 0 兼0 集中

小計（1科目） － 0 0 1 1 0 0 0 0 兼0
海浜実習 2前 1 ○ 1 0 0 0 0 兼0 集中

ｷｬﾝﾌﾟ実習 2前 1 ○ 0 0 0 0 0 兼1 集中

小計（2科目） － 0 2 0 1 0 0 0 0 兼1
ｽｷｰ実習 3後 1 ○ 0 0 0 0 0 兼1 集中

ｽｹｰﾄ実習 3後 1 ○ 0 0 0 0 0 兼1 集中

小計（2科目） － 0 2 0 0 0 0 0 0 兼2
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝA 2後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼4
小計（1科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 兼4
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝB 3前 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ(事前事後指導を含む) 2通 1 ○ 0 1 0 0 0 兼0 集中

小計（2科目） － 0 0 3 0 1 0 0 0 兼1
ｽﾎﾟｰﾂ研究A 1前 2 ○ 0 0 0 0 0 兼6
ｽﾎﾟｰﾂ哲学 1前･後 2 ○ 1 0 0 0 0 兼2
ｽﾎﾟｰﾂ史 2後 2 ○ 1 0 0 0 0 兼0
機能解剖学 1前･後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼4
ｽﾎﾟｰﾂ生理学 2前･後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼5
野外活動論 1後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼2
小計（6科目） － 12 0 0 2 0 0 0 0 兼18

－

教
養
科
目

選択１

－

選択２

－

教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要
（体育学部体育学科）

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－

選択２

－

キャリア
デザイン
科目

必修１
－

自由１

－

学
部
共
通
科
目

専
門
教
育
科
目

理
論
系
科
目

外
国
語
科
目

自由１

－

総
合
教
育
科
目

総
合
科
目

必修１
－

自由１
－

選択１

教
養
教
育
科
目

言
語
表
現
科
目

必修１

必修１

－
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ｽﾎﾟｰﾂ研究B 2前･後 1 ○ 0 兼10
ｽﾎﾟｰﾂ研究C 3通 2 ○ 24 23 0 8 0 兼57
ｽﾎﾟｰﾂ研究D(卒業研究を含む) 4通 4 ○ 24 23 0 8 0 兼47
小計（3科目） － 7 0 0 24 23 0 8 0 兼74
運動方法･体つくり運動(体操) 1前･後 1 ○ 1 1 0 0 0 兼3
運動方法･器械運動 1前･後 1 ○ 3 0 0 1 0 兼2
運動方法･陸上競技 1前･後 1 ○ 1 0 1 0 兼3
運動方法･水泳 1前･後 1 ○ 1 0 0 0 0 兼10 共同

運動方法･ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ(野球を含む) 1前･後 1 ○ 0 1 0 0 兼4
運動方法･ﾀﾞﾝｽ(ﾌｫｰｸﾀﾞﾝｽを含む) 1前･後 1 ○ 1 0 兼3
小計（6科目） － 6 0 0 6 3 0 2 0 兼25
運動方法･ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 1前･後 1 ○ 0 1 0 1 0 兼2
運動方法･ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ 1前･後 1 ○ 1 1 0 0 兼1
運動方法･ｻｯｶｰ 1前･後 1 ○ 1 0 0 0 兼2
運動方法･ﾗｸﾞﾋﾞｰ 2前･後 1 ○ 1 1 0 0 0 兼0
小計（4科目） － 0 4 0 2 4 0 1 0 兼5
運動方法･ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 1前･後 1 ○ 0 1 0 0 0 兼1
運動方法･ﾃﾆｽ 2前･後 1 ○ 0 0 1 0 兼1
運動方法･卓球 1前･後 1 ○ 1 0 0 0 0 兼2
運動方法･ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 1前･後 1 ○ 0 1 0 1 0 兼1
小計（4科目） － 0 4 0 1 2 0 2 0 兼5
運動方法･武道(柔道) 1前･後 1 ○ 0 0 0 兼4
運動方法･武道(剣道) 1前･後 1 ○ 0 0 0 0 0 兼4
運動方法･武道(相撲) 1前･後 1 ○ 0 0 0 0 0 兼2
運動方法･ﾚｽﾘﾝｸﾞ 2前･後 1 ○ 0 1 0 1 0 兼0
小計（4科目） － 0 4 0 0 1 0 1 0 兼10
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ学 2前 2 ○ 1 0 0 0 0 兼0
ｺｰﾁﾝｸﾞ学 2前･後 2 ○ 2 0 0 0 兼0
ｽﾎﾟｰﾂﾊﾞｲｵﾒｶﾆｸｽ 3前･後 2 ○ 1 1 0 0 0 兼0
測定評価学 3前･後 2 ○ 1 0 0 0 兼1
ｽﾎﾟｰﾂ心理学 3前･後 2 ○ 0 1 0 0 兼2
小計（5科目） － 10 0 0 3 4 0 0 0 兼3
発育発達論 1前･後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
衛生学･公衆衛生学(運動衛生学を含む) 1前･後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼3
特別支援教育総論 1前･後 2 ○ 1 0 0 0 0 兼0
ｽﾎﾟｰﾂ栄養学(食品学を含む) 2後 2 ○ 0 0 0 1 0 兼2
ｽﾎﾟｰﾂ医学 2前･後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼3 オムニバス

ﾃｰﾋﾟﾝｸﾞ理論(実習を含む) 2前･後 2 ○ 0 2 0 0 0 兼3
学校保健(小児保健･精神保健を含む) 2前･後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼3
健康管理学 3前･後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼2
ｽﾎﾟｰﾂ社会学 3前･後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼2
ｽﾎﾟｰﾂ経営管理学 3前･後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼5
ｽﾎﾟｰﾂ人類学 3後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
生涯ｽﾎﾟｰﾂ論 1後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
学校安全(救急処置を含む) 3前･後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼4
人権教育 3前･後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼2
小計（14科目） － 0 28 0 1 2 0 1 0 兼32
専門運動方法(ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝ) 2前･後 1 ○ 0 1 0 0 0 兼1
専門運動方法(ｺﾞﾙﾌ) 4前･後 1 ○ 0 0 0 0 0 兼2
専門運動方法(ｱｰﾁｪﾘｰ) 4前･後 1 ○ 0 0 0 0 0 兼2
ｴｱﾛﾋﾞｯｸﾀﾞﾝｽ 2前･後 1 ○ 0 0 0 0 0 兼3
知的障害児･者のｽﾎﾟｰﾂ指導 3後 2 ○ 1 0 0 0 兼1 オムニバス

肢体不自由児･者のｽﾎﾟｰﾂ指導 4前 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
専攻実技研究I 3通 2 ○ 11 13 0 7 0 兼18 集中

専攻実技研究II 4通 2 ○ 11 13 0 7 0 兼18 集中

小計（8科目） － 0 12 0 11 14 0 7 0 兼25

体
育
学
科
　
共
通
科
目

基
幹
科
目

必修１

－

展
開
科
目

選択１

－

選択２

－

学
部
共
通
科
目

専
門
教
育
科
目

実
践
系
科
目

必修１

－

必修２

－

選択１

－

選択２

－

選択３

－
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ｽﾄﾚｯﾁﾝｸﾞ実習 1前･後 1 ○ 0 2 0 0 兼2
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ実践演習 2前･後 1 ○ 0 1 0 0 兼3
運動処方演習 2前･後 1 ○ 1 0 0 0 0 兼4
ｺﾞﾙﾌ実習 4前 1 ○ 0 0 0 0 0 兼1 集中

重複障害児･者等教育総論 1後 2 ○ 1 0 0 0 0 兼0
発達障害児･者等教育総論 1後 2 ○ 1 0 0 0 兼0
病弱児･者の心理･生理･病理 2後 2 ○ 1 0 0 0 0 兼0
知的障害児･者の心理･生理･病理 2後 2 ○ 1 1 0 0 0 兼0 オムニバス

肢体不自由児･者の心理･生理･病理 3前 2 ○ 2 0 0 0 0 兼0 オムニバス

視覚障害児･者教育総論 4前 2 ○ 0 0 0 0 0 兼2 オムニバス･集中

聴覚障害児･者教育総論 4前 2 ○ 0 0 0 0 0 兼2 オムニバス･集中

小計（11科目） － 0 18 0 3 4 0 0 0 兼14
体育科教育法 2前･後 2 ○ 0 1 0 0 0 兼3
保健科教育法 2前･後 2 ○ 0 1 0 0 0 兼1
小計（2科目） － 4 0 0 0 1 0 0 0 兼4
体育科教育実践法 3前･後 2 ○ 0 1 0 0 0 兼5
保健科教育実践法 3前･後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼4
教育原理 1前 2 ○ 0 0 0 0 0 兼3
教育心理学 2前･後 2 ○ 0 1 0 0 0 兼2
道徳教育の指導法 2前･後 2 ○ 1 0 0 0 兼2
特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 2後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼2
ｽﾎﾟｰﾂ行政 2前 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
ｽﾎﾟｰﾂﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ論A(心) 2前･後 2 ○ 0 0 0 0 兼2
ｽﾎﾟｰﾂﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ論B(技) 2前 2 ○ 1 1 0 0 0 兼0
ｽﾎﾟｰﾂﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ論C(体) 2後 2 ○ 1 0 0 0 0 兼0
教育の方法と技術 3前･後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼4
教師論 1後 2 ○ 1 0 0 0 兼2
教育の制度と経営 3前･後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼2
特別支援教育概論 3前 2 ○ 1 1 兼2
生徒指導論(進路指導･ｷｬﾘｱ教育を含む) 3前･後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼2
教育課程論 3前･後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼2
教育相談(ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを含む) 3前･後 2 ○ 0 0 0 0 兼2
小計（17科目） － 0 34 0 3 5 0 0 0 兼34
ｽﾎﾟｰﾂ実践指導法･体つくり運動(体操) 3前･後 1 ○ 1 1 0 0 0 兼0 ※実技含む

ｽﾎﾟｰﾂ実践指導法･器械運動 3前･後 1 ○ 1 0 0 1 0 兼1 ※実技含む

ｽﾎﾟｰﾂ実践指導法･陸上競技 3前･後 1 ○ 1 1 0 0 0 兼0 ※実技含む

ｽﾎﾟｰﾂ実践指導法･水泳 3前･後 1 ○ 0 0 0 0 0 兼7 ※実技含む

ｽﾎﾟｰﾂ実践指導法･ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ(野球を含む) 3前･後 1 ○ 0 1 0 0 0 兼2 ※実技含む

ｽﾎﾟｰﾂ実践指導法･ﾀﾞﾝｽ(ﾌｫｰｸﾀﾞﾝｽを含む) 3前･後 1 ○ 0 0 0 0 兼2 ※実技含む

小計（6科目） － 0 6 0 3 3 0 1 0 兼12
ｽﾎﾟｰﾂ実践指導法･ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 3前･後 1 ○ 0 1 0 0 0 兼3 ※実技含む

ｽﾎﾟｰﾂ実践指導法･ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ 3前･後 1 ○ 1 0 0 0 兼0 ※実技含む

ｽﾎﾟｰﾂ実践指導法･ｻｯｶｰ 3前･後 1 ○ 1 0 0 0 兼2 ※実技含む

ｽﾎﾟｰﾂ実践指導法･ﾗｸﾞﾋﾞｰ 4前 1 ○ 1 1 0 0 0 兼0 ※実技含む

小計（4科目） － 0 4 0 1 4 0 0 0 兼5

－

選択２

－

選択３

－

選択１
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開
科
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ｽﾎﾟｰﾂ実践指導法･ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 3前･後 1 ○ 0 2 0 0 0 兼1 ※実技含む

ｽﾎﾟｰﾂ実践指導法･卓球 3前･後 1 ○ 0 0 0 0 兼3 ※実技含む

ｽﾎﾟｰﾂ実践指導法･ﾃﾆｽ 4後 1 ○ 0 0 0 0 兼1 ※実技含む

ｽﾎﾟｰﾂ実践指導法･ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 3前･後 1 ○ 0 1 0 1 0 兼0 ※実技含む

小計（4科目） － 0 4 0 0 3 0 1 0 兼5
ｽﾎﾟｰﾂ実践指導法･柔道 3前･後 1 ○ 0 0 0 0 兼4 ※実技含む

ｽﾎﾟｰﾂ実践指導法･剣道 3前･後 1 ○ 0 0 0 0 0 兼3 ※実技含む

ｽﾎﾟｰﾂ実践指導法･相撲 3前･後 1 ○ 0 0 0 0 0 兼2 ※実技含む

ｽﾎﾟｰﾂ実践指導法･ﾚｽﾘﾝｸﾞ 4後 1 ○ 0 1 0 1 0 兼0 ※実技含む

小計（4科目） － 0 4 0 0 1 0 1 0 兼9
事前事後の指導 4前 1 ○ 0 0 0 0 兼9
教育実習 4前 4 ○ 0 1 0 0 0 兼0 集中

教職実践演習(中･高) 4後 2 ○ 0 0 0 0 兼9
病弱児･者教育論 3後 2 ○ 1 0 0 0 0 兼1 オムニバス

知的障害児･者教育論 3後 2 ○ 1 0 0 0 兼0
肢体不自由児･者教育論 3後 2 ○ 1 0 0 0 0 兼0
特別支援教育実習指導 4前 1 ○ 2 1 0 0 0 兼0 共同

特別支援教育実習 4前 2 ○ 2 1 0 0 0 兼0 共同･集中

小計（8科目） － 0 0 16 2 2 0 0 0 兼10
ｽﾎﾟｰﾂﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ論A(心) 2前･後 2 ○ 0 0 0 0 兼2
ｽﾎﾟｰﾂﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ論B(技) 2前 2 ○ 1 1 0 0 0 兼0
ｽﾎﾟｰﾂﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ論C(体) 2後 2 ○ 1 0 0 0 0 兼0
小計（3科目） － 6 0 0 2 1 0 0 0 兼2
ｱｽﾚﾃｨｯｸﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ論(基礎I)A 2前 2 ○ 0 1 0 0 0 兼0
ｱｽﾚﾃｨｯｸﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ論(基礎I)B 2後 2 ○ 0 1 0 0 0 兼0
ｱｽﾚﾃｨｯｸﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ論(基礎II)A 2前 2 ○ 0 1 0 0 0 兼0
ｱｽﾚﾃｨｯｸﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ論(基礎II)B 2後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
ｱｽﾚﾃｨｯｸﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ論(応用I)A 3前 2 ○ 0 1 0 0 0 兼0
ｱｽﾚﾃｨｯｸﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ論(応用I)B 3後 2 ○ 0 1 0 0 0 兼0
ｱｽﾚﾃｨｯｸﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ論(応用II)A 3前 2 ○ 0 1 0 0 0 兼0
ｱｽﾚﾃｨｯｸﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ論(応用II)B 3後 2 ○ 0 1 0 0 0 兼0
ｱｽﾚﾃｨｯｸﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ論(総合I) 3後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼2 オムニバス

ｱｽﾚﾃｨｯｸﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ論(総合II) 3後 2 ○ 0 0 0 0 兼1
ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞ論 3後 2 ○ 0 1 0 0 0 兼0
教育原理 1前 2 ○ 0 0 0 0 0 兼3
体育科教育法 2前･後 2 ○ 0 1 0 0 0 兼3
保健科教育法 2前･後 2 ○ 0 1 0 0 0 兼1
教育心理学 2前･後 2 ○ 0 1 0 0 0 兼2
道徳教育の指導法 2前･後 2 ○ 1 0 0 0 兼2
特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 2後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼2
ｽﾎﾟｰﾂ行政 2前 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
教育の方法と技術 3前･後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼4
教師論 1後 2 ○ 1 0 0 0 兼2
特別支援教育概論 3前･後 2 ○ 1 1 兼2
教育の制度と経営 3前･後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼2
生徒指導論(進路指導･ｷｬﾘｱ教育を含む) 3前･後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼2
教育課程論 3前･後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼2
教育相談(ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを含む) 3前･後 2 ○ 0 1 0 0 0 兼2
小計（25科目） － 0 50 0 1 6 0 0 0 兼32
ｺｰﾁﾝｸﾞ演習 3前･後 2 ○ 0 0 0 1 0 兼0
ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞ演習 4前 2 ○ 0 1 0 0 0 兼0
ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ分析演習 4後 2 ○ 1 0 0 0 0 兼1
ｱｽﾚﾃｨｯｸﾄﾚｰﾅｰ実習(基礎) 2通 2 ○ 0 2 0 0 0 兼2 共同・集中

ｱｽﾚﾃｨｯｸﾄﾚｰﾅｰ実習(応用) 3通 2 ○ 0 2 0 0 0 兼2 共同・集中

ｱｽﾚﾃｨｯｸﾄﾚｰﾅｰ実習(総合) 4通 2 ○ 0 2 0 0 0 兼2 共同・集中

小計（6科目） － 0 12 0 1 2 0 1 0 兼3
競技力向上実践ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄA 2通 2 ○ 0 2 0 兼0
競技力向上実践ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄB 3通 2 ○ 2 0 0 0 兼0
競技力向上実践ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄC 4通 2 ○ 2 0 0 0 0 兼0
競技力向上ｻﾎﾟｰﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄA 2通 2 ○ 0 0 1 0 兼0
競技力向上ｻﾎﾟｰﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄB 3通 2 ○ 1 0 0 0 兼0
競技力向上ｻﾎﾟｰﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄC 4通 2 ○ 1 0 0 0 0 兼0
小計（6科目） － 0 12 0 2 2 0 2 0 兼0

ス
ポ
ー

ツ
教
育
　
領
域
科
目

展
開
科
目

選択４

－

選択５

－

自由科目 自由

－

－

競
技
ス
ポ
ー

ツ
　
領
域
科
目

基幹科目 必修１

－

展
開
科
目

選択１

－

選択２

－

選択３
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別記様式第２号（その２の１）
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験
･
実
習

教
授

准
教
授

講
師
助
教
助
手

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

体育科教育実践法 3前･後 2 ○ 0 1 0 0 0 兼5
保健科教育実践法 3前･後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼4
事前事後の指導 4前 1 ○ 0 0 0 0 兼9
教育実習 4前 4 ○ 0 1 0 0 0 兼0 集中

教職実践演習(中･高) 4後 2 ○ 0 0 0 0 兼9
病弱児･者教育論 3後 2 ○ 1 0 0 0 0 兼1 オムニバス

知的障害児･者教育論 3後 2 ○ 1 0 0 0 兼0
肢体不自由児･者教育論 3後 2 ○ 1 0 0 0 0 兼0
特別支援教育実習指導 4前 1 ○ 2 1 0 0 0 兼0 共同

特別支援教育実習 4前 2 ○ 2 1 0 0 0 兼0 共同･集中

小計（10科目） － 0 0 20 2 2 0 0 0 兼18
－ 55 224 50 25 26 0 9 0 兼257

競
技
ス
ポ
ー

ツ
　
領
域
科
目

自
由
科
目

自由

－

合計（192科目） －

＜学部共通＞の【言語表現科目】から必修科目6単位、【教養科目】選択１から8単位以上、選択2から8単位以上、【総
合科目】から必修科目2単位、選択1から1単位以上、選択2から1単位以上、【ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ科目】から必修科目2単位、
【理論系科目】から必修科目12単位、【実践系科目】必修科目から13単位、選択1から2単位以上、選択2から2単位以
上、選択３から2単位以上、小計59単位以上修得し、　＜学科共通＞の【基幹科目】から必修科目10単位、【展開科目】
選択１から12単位以上、選択2から4単位以上、選択3から3単位以上、小計29単位以上修得し、学部共通科目及び学科
共通科目あわせて88単位を修得するほか、次の2つの領域のいずれかから36単位以上を修得し、学部共通及び学科
共通と合わせて124単位以上修得すること。
＜ｽﾎﾟｰﾂ教育領域＞の【基幹科目】から必修科目4単位、【展開科目】選択1から24単位以上、選択2から3単位以上、選
択3から2単位以上、選択４から2単位以上、選択５から1単位以上、合わせて36単位以上を修得すること。（履修単位の
年間登録の上限：50単位(年間)）
＜競技ｽﾎﾟｰﾂ領域＞の【基幹科目】から必修科目6単位、【展開科目】選択1から20単位以上、選択2から4単位以上、選
択３から6単位以上、合わせて36単位以上を修得すること。（履修単位の年間登録の上限：50単位(年間)）

1学年の学期区分 ２学期○

1学期の授業時間 １５週 ○

1時限の授業時間 ９０分 ○

学士又は称号 学士（体育学） 学位又は学科の分野 体育関係

卒　業　要　件　及　び　履　修　方　法 授業期間等

学則変更の趣旨等-26



別記様式第２号（その２の１）
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助
教
助
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国語表現I 1前･後 1 ○ 0 0 0 0 0 兼3
国語表現II 2後 1 ○ 0 0 0 0 0 兼4
基礎英語I 1前 1 ○ 0 0 0 兼4
基礎英語II 1後 1 ○ 0 0 0 兼4
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝI 2前 1 ○ 0 0 0 兼4
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝII 2後 1 ○ 0 0 0 兼4
小計（6科目） － 6 0 0 0 0 0 0 0 兼10
哲学 1前 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
法学(日本国憲法) 1後 2 ○ 0 0 0 0 兼1
心理学 1前･後 2 ○ 0 0 0 0 兼2
芸術(音楽) 1後 2 ○ 0 0 0 兼1
生命科学 1前 2 ○ 0 0 0 兼1
情報処理(情報機器の操作を含む) 1前･後 2 ○ 0 0 0 0 兼2
小計（6科目） － 0 12 0 0 0 0 0 0 兼8
文学 2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1
社会学 2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1
歴史学 2後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
経済学 2後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
統計学 2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1
ｴｺﾛｼﾞｰ 2前 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
小計（6科目） － 0 12 0 0 0 0 0 0 兼6
海外語学研修 1通 2 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

応用英語 2通 2 ○ 0 0 0 0 0 兼2
ﾄﾞｲﾂ語 2通 2 ○ 0 0 0 0 兼2
中国語 2通 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
ｺﾘｱ語 2通 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
小計（5科目） － 0 0 10 0 0 0 0 0 兼7
日体大の歴史(日体伝統実習を含む) 1前 2 ○ 0 0 0 0 兼1
小計（1科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 兼1
体育研究発表実演会 1後 1 ○ 0 0 0 0 0 兼1 集中

小計（1科目） － 0 0 1 0 0 0 0 0 兼1
海浜実習 2前 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

ｷｬﾝﾌﾟ実習 2前 1 ○ 0 0 0 0 0 兼1 集中

小計（2科目） － 0 2 0 0 0 0 0 0 兼2
ｽｷｰ実習 3後 1 ○ 0 0 0 0 0 兼1 集中

ｽｹｰﾄ実習 3後 1 ○ 0 0 0 0 0 兼1 集中

小計（2科目） － 0 2 0 0 0 0 0 0 兼2
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝA 2後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
小計（1科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 兼1
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝB 3前 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ(事前事後指導を含む) 2通 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

小計（2科目） － 0 0 3 0 0 0 0 0 兼2
ｽﾎﾟｰﾂ研究A 1前 2 ○ 0 0 0 0 0 兼2
ｽﾎﾟｰﾂ哲学 1後 2 ○ 0 0 0 0 兼1
ｽﾎﾟｰﾂ史 2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1
機能解剖学 1後 2 ○ 1 0 0 0 0 兼0
ｽﾎﾟｰﾂ生理学 2前 2 ○ 1 0 0 0 0 兼0
野外活動論 1後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
小計（6科目） － 12 0 0 2 0 0 0 0 兼4

教
養
科
目

選択１

－

選択２

－

教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要

（体育学部健康学科）

 科目区分 授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

学
部
共
通
科
目

専
門
教
育
科
目

理
論
系
科
目

外
国
語
科
目

自由１

－

総
合
教
育
科
目

総
合
科
目

必修１
－

自由１
－

選択１

教
養
教
育
科
目

言
語
表
現
科
目

必修１

－

－

選択２

－

キャリア
デザイン
科目

必修１
－

自由１

－

必修１

－
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別記様式第２号（その２の１）
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 科目区分 授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

ｽﾎﾟｰﾂ研究B 2前･後 1 ○ 1 兼3
ｽﾎﾟｰﾂ研究C 3通 2 ○ 9 3 0 兼100
ｽﾎﾟｰﾂ研究D(卒業研究を含む) 4通 4 ○ 9 3 0 0 兼90
小計（3科目） － 7 0 0 9 3 0 0 0 兼108
運動方法･体つくり運動(体操) 1前･後 1 ○ 0 0 0 兼3
運動方法･器械運動 1前･後 1 ○ 0 0 兼4
運動方法･陸上競技 1前･後 1 ○ 0 0 兼2
運動方法･水泳 1後 1 ○ 0 0 0 0 兼5 共同

運動方法･ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ(野球を含む) 1前･後 1 ○ 0 0 0 0 兼3
運動方法･ﾀﾞﾝｽ(ﾌｫｰｸﾀﾞﾝｽを含む) 1前･後 1 ○ 0 0 兼4
小計（6科目） － 6 0 0 0 0 0 0 0 兼21
運動方法･ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 1前･後 1 ○ 0 0 兼2
運動方法･ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ 1前･後 1 ○ 0 0 兼2
運動方法･ｻｯｶｰ 1前･後 1 ○ 0 0 0 兼2
運動方法･ﾗｸﾞﾋﾞｰ 2前･後 1 ○ 0 0 0 兼1
小計（4科目） － 0 4 0 0 0 0 0 0 兼7
運動方法･ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 1前･後 1 ○ 0 0 0 0 兼1
運動方法･ﾃﾆｽ 2前･後 1 ○ 0 0 0 兼1
運動方法･卓球 1前･後 1 ○ 0 0 0 0 0 兼1
運動方法･ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 1前･後 1 ○ 0 0 0 兼1
小計（4科目） － 0 4 0 0 0 0 0 0 兼4
運動方法･武道(柔道) 1前･後 1 ○ 0 0 0 兼3
運動方法･武道(剣道) 1前･後 1 ○ 0 0 0 0 0 兼2
運動方法･武道(相撲) 1前･後 1 ○ 0 0 0 0 0 兼2
運動方法･ﾚｽﾘﾝｸﾞ 2前 1 ○ 0 兼2
小計（4科目） － 0 4 0 0 0 0 0 0 兼9

－

選択１

－

選択２

－

選択３

－

実
践
系
科
目

必修１

－

必修２

学
部
共
通
科
目

専
門
教
育
科
目
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 科目区分 授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

ﾍﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ論 1前 2 ○ 3 1 0 0 0 兼0 オムニバス

社会福祉I 1前 2 ○ 1 0 0 0 0 兼0
健康管理学 3前 2 ○ 0 0 0 0 兼1
小計（3科目） － 6 0 0 4 1 0 0 0 兼1
衛生学･公衆衛生学(運動衛生学を含む) 1後 2 ○ 1 0 0 0 0 兼0
救急処置 3前 2 ○ 0 0 0 0 兼2
労働生理 3前 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
労働衛生 3前 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
労働関係法規I 4後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
労働関係法規II 4後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
小計（6科目） － 12 0 0 1 0 0 0 0 兼6
発育発達論 1前 2 ○ 1 兼0
ｽﾎﾟｰﾂ医学 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

学校保健(小児保健･精神保健を含む) 2前 2 ○ 1 兼0
予防医学 2前 2 ○ 兼1
衛生学･公衆衛生学II 2後 2 ○ 兼1
高齢者福祉と介護I 2前 2 ○ 1 兼0
ｱﾀﾞﾌﾟﾃｯﾄﾞﾌｨｼﾞｶﾙｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨｰ 2後 2 ○ 1 兼0
ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ概論A 2前 2 ○ 1 兼0
ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ概論B 2後 2 ○ 1 兼0
医学概論 3後 2 ○ 1 兼0
学校安全(救急処置を含む) 3後 2 ○ 1 兼0
臨床心理学(ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを含む) 3前 2 ○ 兼1
社会保障A 3前 2 ○ 兼1
児童･家庭福祉 3後 2 ○ 兼1
障害福祉 3前 2 ○ 兼1
地域福祉A 3前 2 ○ 1 兼0
ｿｰｼｬﾙﾜｰｸA 3前 2 ○ 1 兼0 集中

ｿｰｼｬﾙﾜｰｸB 3後 2 ○ 0 兼1 集中

ｿｰｼｬﾙﾜｰｸC 3後 2 ○ 0 兼1 集中

ｿｰｼｬﾙﾜｰｸD 3後 2 ○ 1 兼0 集中

臨床看護学(実習を含む) 3前 2 ○ 1 1 兼1 共同

ﾍﾙｽｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ 3後 2 ○ 1 兼0
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ学 2前 2 ○ 兼1
ｽﾎﾟｰﾂ栄養学(食品学を含む) 2後 2 ○ 兼1
ﾃｰﾋﾟﾝｸﾞ理論(実習を含む) 2前･後 2 ○ 兼3
ｽﾎﾟｰﾂ社会学 3前 2 ○ 兼1
ｽﾎﾟｰﾂ経営管理学 3前 2 ○ 兼2
ｺｰﾁﾝｸﾞ学 2後 2 ○ 兼1
ｽﾎﾟｰﾂﾊﾞｲｵﾒｶﾆｸｽ 3後 2 ○ 兼1
測定評価学 3前 2 ○ 兼1
ｽﾎﾟｰﾂ心理学 3前 2 ○ 兼1
人権教育 3後 2 ○ 1 兼1
小計（32科目） － 0 64 0 7 2 0 0 0 兼22
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ実践演習 2前･後 1 ○ 0 0 0 0 0 兼3
運動処方演習 2前･後 1 ○ 0 0 0 0 0 兼2
ｴｱﾛﾋﾞｯｸﾀﾞﾝｽ 2前･後 1 ○ 0 0 0 0 0 兼2
小計（3科目） － 0 3 0 0 0 0 0 0 兼7－

健
康
学
科
　
共
通
科
目

基幹科目 必修１

－

展
開
科
目

必修１

－

選択１

－

選択２
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 科目区分 授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

精神保健 2前 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
小計（1科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 兼1
養護概説(養護教諭の職務を含む) 2後 2 ○ 1 兼0
精神医学 2後 2 ○ 兼1
基礎看護学 2後 2 ○ 1 兼0
免疫学 3前 2 ○ 1 兼0
学校保健II(保健室経営を含む) 3後 2 ○ 1 兼0
栄養学(学校給食を含む) 3前 2 ○ 兼1
微生物学 3後 2 ○ 兼1 集中

思春期保健 3後 2 ○ 兼1 集中

教育原理 1前 2 ○ 1 兼1
教育心理学 2前 2 ○ 兼2
体育科教育法 2後 2 ○ 1 兼1
保健科教育法 2前 2 ○ 兼1
道徳教育の指導法 2前 2 ○ 兼1
特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 2前 2 ○ 兼1
教師論(養護) 3前 2 ○ 兼1
教師論 1後 2 ○ 兼1
教育の制度と経営 3後 2 ○ 兼1
特別支援教育概論 3後 2 ○ 兼1
教育の方法と技術 3後 2 ○ 兼2
生徒指導論(進路指導･ｷｬﾘｱ教育を含む) 3前 2 ○ 兼2
教育課程論 3前･後 2 ○ 兼1
教育相談(ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを含む) 3後 2 ○ 兼1
小計（22科目） － 0 44 0 3 3 0 0 0 兼21
衛生学･公衆衛生学実験実習 3後 1 ○ 0 0 0 0 0 兼1
体育科教育実践法 3前･後 2 ○ 1 0 0 0 0 兼3
保健科教育実践法 3前･後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼2
小計（3科目） － 0 5 0 1 0 0 0 0 兼6
看護臨床実習 3前 5 ○ 1 1 0 0 0 兼0 共同・集中

事前事後の指導 4前 1 ○ 0 0 0 0 兼2
養護実習(事前事後の指導を含む) 4前 5 ○ 1 1 0 0 0 兼0 集中

教職実践演習(養護) 4後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
教育実習 4前 4 ○ 0 0 0 0 0 兼1 集中

教職実践演習(中･高) 4後 2 ○ 0 0 0 0 兼2
小計（6科目） － 0 0 19 2 2 0 0 0 兼4

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー

シ

ョ
ン
　
領
域
科
目

基幹科目 必修１
－

展
開
科
目

選択１

－

選択２

－

自
由
科
目

自由

－
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 科目区分 授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

社会福祉II 3後 2 ○ 1 0 0 0 0 兼0
小計（1科目） － 2 0 0 1 0 0 0 0 兼0
地域福祉B 3後 2 ○ 1 0 0 0 兼0
高齢者福祉と介護II 3前 2 ○ 1 0 0 0 兼0
社会保障B 3後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
生活保護 3後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
社会福祉調査 3後 2 ○ 1 0 0 0 0 兼0
福祉経営 4前 2 ○ 1 0 0 0 兼0
雇用政策 4後 1 ○ 1 0 0 0 0 兼0 集中

権利擁護と成年後見 4後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1 集中

司法福祉 4後 1 ○ 1 0 0 0 0 兼0 集中

社会福祉行政と福祉計画 4後 2 ○ 1 0 0 0 0 兼0 集中

医療福祉 4後 2 ○ 1 0 0 0 0 兼0 集中

教育原理 1前 2 ○ 0 1 0 0 0 兼1
教育心理学 2前 2 ○ 0 0 0 0 0 兼2
体育科教育法 2後 2 ○ 1 0 0 0 0 兼1
保健科教育法 2前 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
道徳教育の指導法 2前 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 2前 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
教師論 1後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
教育の方法と技術 3後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼2
教育の制度と経営 3後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
特別支援教育概論 3後 2 ○ 兼1
生徒指導論(進路指導･ｷｬﾘｱ教育を含む) 3前 2 ○ 0 0 0 0 0 兼2
教育課程論 3前･後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
教育相談(ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを含む) 3後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼1
小計（24科目） － 0 46 0 4 1 0 0 0 兼19
相談援助演習I 2後 1 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

相談援助演習IIA 3前 1 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

相談援助演習IIB 3後 1 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

相談援助演習III 4後 1 ○ 2 0 0 0 兼0 共同・集中

相談援助演習IV 4後 1 ○ 2 0 0 0 兼0 共同・集中

相談援助実習指導I 3後 1 ○ 2 0 0 0 兼0 共同・集中

相談援助実習指導II 4後 1 ○ 2 0 0 0 兼0 共同・集中

相談援助実習指導III 4後 1 ○ 2 0 0 0 兼0 共同・集中

相談援助実習 4後 6 ○ 2 0 0 0 兼0 共同・集中

体育科教育実践法 3前･後 2 ○ 1 0 0 0 0 兼3
保健科教育実践法 3前･後 2 ○ 0 0 0 0 0 兼2
小計（11科目） － 0 18 0 3 0 0 0 0 兼5
事前事後の指導 4前 1 ○ 0 0 0 0 兼2
教育実習 4前 4 ○ 0 0 0 0 0 兼1 集中

教職実践演習(中･高) 4後 2 ○ 0 0 0 0 兼2
小計（3科目） － 0 0 7 0 0 0 0 0 兼3

－ 57 220 40 10 3 0 0 0 兼205

選択２

－

自由科目 自由

－

合計（174科目） －

ソ
ー

シ

ャ
ル
サ
ポ
ー

ト
　
領
域
科
目

基幹科目 必修１
－

展
開
科
目

選択１

－

＜学部共通＞の【言語表現科目】から必修科目6単位、【教養科目】選択１から8単位以上、選択2から8単位以上、【総合
科目】から必修科目2単位、選択1から1単位以上、選択2から1単位以上、【ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ科目】から必修科目2単位、【理論
系科目】から必修科目12単位、【実践系科目】必修科目から13単位、選択1から2単位以上、選択2から2単位以上、選択3
から2単位以上、小計59単位以上修得し、　＜学科共通＞の【基幹科目】から必修科目6単位、【展開科目】必修科目12
単位、選択１から20単位以上、選択2から2単位以上、小計40単位以上修得し、学部共通科目及び学科共通科目あわせ
て99単位を修得するほか、次の2つの領域のいずれかから25単位以上を修得し、学部共通及び学科共通と合わせて124
単位以上修得すること。

＜ヘルスプロモーション領域＞の【基幹科目】から必修科目2単位、【展開科目】選択1から22単位以上、選択2から1単位
以上、合わせて25単位以上を修得すること。（履修単位の年間登録の上限：50単位(年間)）

＜ソーシャルサポート領域＞の【基幹科目】から必修科目2単位、【展開科目】選択1から22単位以上、選択2から1単位以
上、合わせて25単位以上を修得すること。（履修単位の年間登録の上限：50単位(年間)）

1学年の学期区分 ２学期○

1学期の授業時間 １５週 ○

1時限の授業時間 ９０分 ○

学士又は称号 学士（体育学） 学位又は学科の分野 体育関係

卒　業　要　件　及　び　履　修　方　法 授業期間等
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国語表現Ⅰ 1前 1 ◯ 兼2

国語表現Ⅱ 2前 1 ◯ 兼1

英語コミュニケーションⅠ 2前 1 ◯ 兼1

英語コミュニケーションⅡ 2後 1 ◯ 兼1

基礎英語Ⅰ 1前 1 ◯ 兼1

基礎英語Ⅱ 1後 1 ◯ 兼2

法学（日本国憲法） 1前 2 ◯ 兼1

情報処理（情報機器の操作を含む） 1前 2 ◯ 兼2

芸術 1前 2 ◯ 兼1

哲学 1前 2 ◯ 兼1

心理学 1後 2 ◯ 兼1

社会学 2前 2 ◯ 兼1

経済学 2後 2 ◯ 兼1

歴史学 2前 2 ◯ 兼1

海外語学研修 2後 2 ◯ 兼1 集中

英会話 3通 2 ◯ 兼1

ドイツ語 3通 2 ◯ 兼1

フランス語 3通 2 ◯ 兼1

中国語 3通 2 ◯ 兼1

コリア語 3通 2 ◯ 兼1

－ 6 16 12 0 0 0 0 0 兼19 －

必修１ 日体大の歴史（日体伝統実習を含む） 1前 2 ◯ 兼1

自由１ 体育研究発表実演会 1後 1 ◯ 1 集中

集団行動実技(不開講) 1前 1 ◯
集団行動演習(不開講) 2前 1 ◯
スポーツと組織 2後 2 ◯ 兼1

海浜実習 2前 1 ◯ 兼1 集中

キャンプ実習 2前 1 ◯ 兼1 集中

スキー実習 3後 1 ◯ 兼1 集中

スケート実習 3後 1 ◯ 兼1 集中

スポーツ文化研究Ａ 1前 2 ◯ 1
スポーツ文化研究Ｂ 2後 1 ◯ 1
スポーツ文化研究Ｃ 3通 2 ◯ 6 3 2
スポーツ文化研究Ｄ 4通 2 ◯ 6 3 2

自由２ 卒業研究 4通 2 ◯ 6 3 2
必修３ 地域社会とスポーツ 1後 2 ◯ 兼1

地域ボランティア実習（事前・事後指導含む） 2前 1 ◯ 兼2

地域スポーツ演習 3前 1 ◯ 兼2 集中・共同

必修４ キャリアデザインＡ 2前 2 ◯ 兼1

キャリアデザインＢ 3前 2 ◯ 兼1

インターンシップ実習 2後 1 ◯ 1 集中

－ 13 8 8 6 3 0 2 0 兼13 －

－

総
合
科
目

選
択
１

選
択
２
選
択
３

必
修
２

自
由
３

自
由
４

小計（20科目） －

学
部
共
通
科
目

教
養
科
目

必
修

選
択

自
由

小計（20科目）

教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要
（スポーツ文化学部武道教育学科）

科目区分 授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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科目区分 授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

スポーツ社会学 3前 2 ◯ 兼1

スポーツ哲学 1後 2 ◯ 兼1

スポーツ史 1後 2 ◯ 兼1

芸道論 2前 2 ◯ 兼1

異文化交流論 2前 2 ◯ 兼1

スポーツボランティア論 2前 2 ◯ 兼1

スポーツの安全指導（リスクマネジメント） 1後 2 ◯ 1
スポーツ医学 2前 2 ◯ 兼2 共同

野外活動論 1後 2 ◯ 兼1

救急処置概論 1前 2 ◯ 兼1

－ 8 12 0 1 0 0 0 0 兼10 －

身体文化論 2後 2 ◯ 兼1

衛生学・公衆衛生学（運動衛生学を含む） 1後 2 ◯ 兼1

機能解剖学 1後 2 ◯ 兼1

発育発達論 1後 2 ◯ 兼1

スポーツ生理学 2後 2 ◯ 兼1

－ 0 10 0 0 0 0 0 0 兼4 －

運動方法・体つくり運動（体操） 1後 1 ◯ 兼2

運動方法・器械運動 1後 1 ◯ 兼2

運動方法・陸上競技 1前 1 ◯ 兼2

運動方法・水泳 1前 1 ◯ 兼4 共同

運動方法・ソフトボール（野球を含む） 1前 1 ◯ 兼1

運動方法・ダンス（フォークダンスを含む） 1後 1 ◯ 1 兼1

運動方法･球技A 3前 1 ◯ 兼1

運動方法･球技B 3後 1 ◯ 兼1

運動方法・武道（柔道） 1前 1 ◯ 兼2

運動方法・武道（剣道） 1前 1 ◯ 2
運動方法・武道（相撲） 1前 1 ◯ 1 兼1

スポーツ実践指導法・柔道 3前 1 ◯ 1 兼1

スポーツ実践指導法・剣道 3前 1 ◯ 兼2

スポーツ実践指導法・相撲 3前 1 ◯ 1
－ 8 6 0 2 2 0 2 0 兼19 －

スポーツ文化論 1後 2 ◯ 兼1

文化人類学 1前 2 ◯ 兼1

スポーツ人類学 1後 2 ◯ 兼1

武道論 2後 2 ◯ 1
礼法 1前 1 ◯ 兼2

－ 9 0 0 1 0 0 0 0 兼4 －

－

学
科
基
礎
科
目

基
幹
科
目

必
修

小計（5科目） －

学
部
専
門
科
目

（
体
育
実
技

）

展
開
科
目

必
修

選
択
１

選
択
２

小計（14科目）

学
部
専
門
科
目

（
理
論

）

基
幹
科
目

必
修

選
択

小計（10科目） －

展
開
科
目

選
択

小計（5科目） －
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科目区分 授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

トレーニング学 2前 2 ◯ 兼1

コーチング学 3後 2 ◯ 兼1

スポーツ心理学 3前 2 ◯ 兼1

スポーツバイオメカニクス 3後 2 ◯ 1
人権教育 2後 2 ◯ 兼1

スポーツ栄養学（食品学を含む） 2前 2 ◯ 兼1

学校保健（小児保健・精神保健を含む） 2後 2 ◯ 兼1

学校安全（救急処置を含む） 3前 2 ◯ 兼1

スポーツ経営管理学 3後 2 ◯ 兼1

国際情勢理解 2後 2 ◯ 兼1

スポーツと国際協力 3前 2 ◯ 兼1

国際保健学 3前 2 ◯ 兼1

伝統芸能論 3後 2 ◯ 兼1

伝統芸能史 2後 2 ◯ 兼1

伝統芸能の諸相 1後 2 ◯ 兼1

比較舞踊学 2前 2 ◯ 兼1

－ 0 32 0 1 0 0 0 0 兼14 －

武道教育論 2前 2 ◯ 兼1

武道技術論 3前･後 2 ◯ 3 兼5

稽古論 3後 2 ◯ 兼1

比較武道文化論 2前 2 ◯ 1
武道国際普及論 2前 2 ◯ 1
武道国際交流論 2後 2 ◯ 1

－ 8 4 0 3 1 0 0 0 兼7 －

伝統文化交流実習Ａ 3後 1 ◯ 1 集中

伝統文化交流実習Ｂ 3後 1 ◯ 1 集中

－ 0 2 0 1 0 0 0 0 兼0 －

武道科教育法 3後 2 ◯ 兼1

武道教育研究法 3前 1 ◯ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

武道用具論 3後 2 ◯ 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

武道文献講読 4後 2 ◯ 1
武道史各論 2後 2 ◯ 1 兼1

舞踊創作論（作品論を含む） 2前 2 ◯ 兼1

古典芸能論（能・舞踊） 4後 2 ◯ 兼1

芸能鑑賞論 4前 2 ◯ 兼1

伝統芸能交流論 2前 2 ◯ 兼1

－ 0 17 0 3 2 0 0 0 兼6 －－

展開科目
（理論）

選
択

小計（9科目）

－

基幹科目
（実践）

選
択

小計（2科目）

学
科
基
礎
科
目

展
開
科
目

選
択
１

選
択
２

選
択
３

選
択
４

－

学
科
専
門
科
目

基幹科目
（理論）

必
修

選
択

小計（6科目）

小計（16科目） －
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科目区分 授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

国際武術実技 1後 1 ◯ 兼1

競技スポーツ実技 3後 1 ◯ 兼1

武道実技（弓道） 2前 1 ◯ 兼2

武道実技（形） 3前 1 ◯ 1
専攻武道実技Ⅰ 1通 2 ◯ 2 1 兼5

専攻武道実技Ⅱ 2通 2 ◯ 2 兼6

専攻武道実技Ⅲ 3通 2 ◯ 1 1 兼6

専攻武道実技Ⅳ 4通 2 ◯ 兼8

伝統芸能実技１ 1前 1 ◯ 兼1

伝統芸能実技２ 1後 1 ◯ 1
伝統芸能実技３ 2前 1 ◯ 兼1

伝統芸能実技４ 2後 1 ◯ 兼1

伝統芸能実技５ 3後 1 ◯ 兼1

伝統芸能実技６ 3前 1 ◯ 1
伝統芸能実習Ⅰ 2後 1 ◯ 兼1 集中

伝統芸能実習Ⅱ 3後 1 ◯ 1 集中

－ 0 20 0 3 2 0 1 0 兼20 －

教師論 1後 2 ◯ 兼1

教育原理 1前 2 ◯ 兼1

教育心理学 2後 2 ◯ 兼1

体育科教育実践法 3前 2 ◯ 兼2

保健科教育実践法 3後 2 ◯ 兼2

体育科教育法 2前 2 ◯ 兼1

保健科教育法 2後 2 ◯ 兼1

教育課程論 3後 2 ◯ 兼1

教育の方法と技術 3前 2 ◯ 兼1

道徳教育の研究法 2前 2 ◯ 兼1

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 2後 2 ◯ 兼1

生徒指導論（進路指導･ｷｬﾘｱ教育を含む） 3前 2 ◯ 1
教育相談(ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを含む) 3後 2 ◯ 兼1

教育の制度と経営 3後 2 ◯ 兼1

特別支援教育概論 3前 2 ◯ 兼1

事前事後の指導 4前 1 ◯ 兼1

教育実習 4前 4 ◯ 1 集中

教職実践演習(中･高) 4後 2 ◯ 兼1

－ 0 30 7 1 1 0 0 0 兼15 －

－ 52 157 27 6 3 0 2 0 兼107

卒　業　要　件　及　び　履　修　方　法 授業期間等
＜学部共通科目＞の【教養科目】から必修科目6単位、選択から8単位以上、【総合科目】必修１から2単位、必修2から7単
位、必修3から2単位、必修4から2単位、選択1から2単位以上、選択2から1単位以上、選択3から1単位以上、＜学部専門科
目（理論）＞【基幹科目】から必修科目8単位、選択から6単位以上、【展開科目】選択から4単位以上、＜学部専門科目（体
育実技）＞【展開科目】必修科目から8単位、選択1から1単位以上、選択2から1単位以上、小計59単位以上修得し、　＜学
科基礎科目＞の【基幹科目】から必修科目9単位、【展開科目】選択１から4単位以上、選択2から6単位以上、選択3から2単
位以上、選択4から4単位以上、小計25単位以上修得し、＜学科専門科目＞の【基幹科目（理論）】から必修科目8単位、選
択から２単位以上、【基幹科目（実践）】選択から1単位以上、【展開科目（理論）】選択から8単位以上、【展開科目（実践）】選
択1から2単位以上、選択2から8単位以上、【資格関連科目】選択から11単位以上、小計40単位以上修得し、合わせて124単
位以上修得すること。

（履修単位の年間登録の上限：44単位(年間)）

1学年の学期区分 ２学期

1学期の授業時間 １５週

1時限の授業時間 ９０分

合計（140科目） －

学士又は称号 学士（体育学） 学位又は学科の分野 体育関係

－

学
科
専
門
科
目

資
格
関
連
科
目

選
択

自
由

小計（17科目） －

学
科
専
門
科
目

展開科目
（実践）

選
択
１

選
択
２

小計（16科目）
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別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
･
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

国語表現Ⅰ 1前 1 ◯ 兼2

国語表現Ⅱ 2前 1 ◯ 兼1

英語コミュニケーションⅠ 2前 1 ◯ 1 兼1

英語コミュニケーションⅡ 2後 1 ◯ 兼2

基礎英語Ⅰ 1前 1 ◯ 兼2

基礎英語Ⅱ 1後 1 ◯ 1 兼1

法学（日本国憲法） 1前 2 ◯ 兼1

情報処理（情報機器の操作を含む） 1前 2 ◯ 兼2

芸術 1前 2 ◯ 兼1

哲学 1前 2 ◯ 兼1

心理学 1後 2 ◯ 兼1

社会学 2前 2 ◯ 兼1

経済学 2前 2 ◯ 兼1

歴史学 2前 2 ◯ 兼1

海外語学研修 2後 2 ◯ 1 集中

英会話 3通 2 ◯ 兼1

ドイツ語 3通 2 ◯ 兼1

フランス語 3通 2 ◯ 兼1

中国語 3通 2 ◯ 兼1

コリア語 3通 2 ◯ 兼1

－ 6 16 12 1 0 0 0 0 兼21 －

必修１ 日体大の歴史（日体伝統実習を含む） 1前 2 ◯ 1
自由１ 体育研究発表実演会 1後 1 ◯ 兼1 集中

集団行動実技(不開講) 1前 1 ◯
集団行動演習(不開講) 2前 1 ◯
スポーツと組織 2後 2 ◯ 1
海浜実習 2前 1 ◯ 兼1 集中

キャンプ実習 2前 1 ◯ 兼1 集中

スキー実習 3後 1 ◯ 兼1 集中

スケート実習 3後 1 ◯ 兼1 集中

スポーツ文化研究Ａ 1前 2 ◯ 1
スポーツ文化研究Ｂ 2後 1 ◯ 1
スポーツ文化研究Ｃ 3通 2 ◯ 5 3 2
スポーツ文化研究Ｄ 4通 2 ◯ 5 3 2

自由２ 卒業研究 4通 2 ◯ 5 3 2
必修３ 地域社会とスポーツ 1後 2 ◯ 兼1

地域ボランティア実習（事前・事後指導含む） 2前 1 ◯ 1 1
地域スポーツ演習 3前 1 ◯ 兼2 集中・共同

必修４ キャリアデザインＡ 2前 2 ◯ 兼1

キャリアデザインＢ 3前 2 ◯ 兼1

インターンシップ実習 2後 1 ◯ 兼1 集中

－ 13 8 8 5 3 0 2 0 兼10 －

－

総
合
科
目

選
択
１

選
択
２
選
択
３

必
修
２

自
由
３

自
由
４

小計（20科目） －

学
部
共
通
科
目

教
養
科
目

必
修

選
択

自
由

小計（20科目）

教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要

（スポーツ文化学部ｽﾎﾟｰﾂ国際学科）

科目区分 授業科目の名称

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
･
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目区分 授業科目の名称

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

スポーツ社会学 3後 2 ◯ 兼1

スポーツ哲学 1後 2 ◯ 1
スポーツ史 1後 2 ◯ 1
芸道論 2前 2 ◯ 兼1

異文化交流論 2前 2 ◯ 兼1

スポーツボランティア論 2前 2 ◯ 兼1

スポーツの安全指導（リスクマネジメント） 1後 2 ◯ 兼1

スポーツ医学 2前 2 ◯ 兼2 共同

野外活動論 1後 2 ◯ 兼1

救急処置概論 1前 2 ◯ 兼1

－ 8 12 0 0 2 0 0 0 兼9 －

身体文化論 2後 2 ◯ 1
衛生学・公衆衛生学（運動衛生学を含む） 1後 2 ◯ 1
機能解剖学 1後 2 ◯ 兼1

発育発達論 1後 2 ◯ 兼1

スポーツ生理学 2後 2 ◯ 兼1

－ 0 10 0 1 1 0 0 0 兼2 －

運動方法・体つくり運動（体操） 1後 1 ◯ 1
運動方法・器械運動 1後 1 ◯ 兼2

運動方法・陸上競技 1前 1 ◯ 兼2

運動方法・水泳 1前 1 ◯ 兼4 共同

運動方法・ソフトボール（野球を含む） 1前 1 ◯ 1
運動方法・ダンス（フォークダンスを含む） 1後 1 ◯ 兼2

運動方法･球技A 3前 1 ◯ 兼2

運動方法･球技B 3後 1 ◯ 兼1

運動方法・武道（柔道） 1前 1 ◯ 兼2

運動方法・武道（剣道） 1前 1 ◯ 兼2

運動方法・武道（相撲） 1前 1 ◯ 兼2

スポーツ実践指導法・柔道 3前 1 ◯ 兼2

スポーツ実践指導法・剣道 3前 1 ◯ 兼2

スポーツ実践指導法・相撲 3前 1 ◯ 兼1

－ 8 6 0 1 0 0 1 0 兼21 －－

学
部
専
門
科
目

（
体
育
実
技

）

展
開
科
目

必
修

選
択
１

選
択
２

小計（14科目）

学
部
専
門
科
目

（
理
論

）

基
幹
科
目

必
修

選
択

小計（10科目） －

展
開
科
目

選
択

小計（5科目） －
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別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
･
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目区分 授業科目の名称

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

スポーツ文化論 1後 2 ◯ 1
文化人類学 1前 2 ◯ 1
スポーツ人類学 1後 2 ◯ 1
武道論 2後 2 ◯ 兼1
礼法 1前 1 ◯ 兼2

－ 9 0 0 0 1 0 1 0 兼3 －

トレーニング学 2前 2 ◯ 兼1
コーチング学 3後 2 ◯ 兼1
スポーツ心理学 3前 2 ◯ 兼1
スポーツバイオメカニクス 3後 2 ◯ 兼1
人権教育 2後 2 ◯ 兼1
スポーツ栄養学（食品学を含む） 2前 2 ◯ 兼1
学校保健（小児保健・精神保健を含む） 2後 2 ◯ 兼1
学校安全（救急処置を含む） 3前 2 ◯ 兼1
スポーツ経営管理学 3後 2 ◯ 兼1
国際情勢理解 2後 2 ◯ 兼1
スポーツと国際協力 3前 2 ◯ 1
国際保健学 3前 2 ◯ 1
伝統芸能論 3後 2 ◯ 兼1
伝統芸能史 2後 2 ◯ 兼1
伝統芸能の諸相 1後 2 ◯ 兼1
比較舞踊学 2前 2 ◯ 兼1

－ 0 32 0 1 0 0 0 0 兼14 －

スポーツ国際概論 2後 2 ◯ 兼1
スポーツフィールドワーク論 2前 2 ◯ 兼1
アジアのスポーツ文化論 3前 2 ◯ 1
欧米のスポーツ文化論 3後 2 ◯ 1
ニュースポーツ論 1前 2 ◯ 1

－ 10 0 0 0 1 0 1 0 兼2 －

スポーツフィールドワーク実習 2後 1 ◯ 1
ニュースポーツ実技 1後 1 ◯ 1
スポーツ国際実習 3後 1 ◯ 1 集中

スポーツ国際支援実習 3後 1 ◯ 1 集中

－ 2 2 0 1 1 0 1 0 兼0 －

スポーツとコミュニケーションＡ 2後 1 ◯ 1
スポーツとコミュニケーションＢ 2後 1 ◯ 1
スポーツマネジメント 3前 2 ◯ 兼1
世界のスポーツ情勢 3後 2 ◯ 兼1
スポーツメガイベント論 2前 2 ◯ 兼1
スポーツ政策論 2後 2 ◯ 兼1
スポーツ情報リテラシー 3後 2 ◯ 兼1
比較スポーツカリキュラム論 2前 2 ◯ 1
スポーツ運動のメカニズム論 3後 2 ◯ 兼1
健康スポーツ開発論 3後 2 ◯ 1

－ 0 18 0 2 1 0 1 0 兼6 －

エスニックスポーツ実技 1前･後 1 ◯ 兼1
身体表現実技 2前 1 ◯ 兼1
海外スポーツ指導実技 3前 1 ◯ 1

－ 0 3 0 0 0 0 1 0 兼2 －

－

展開科目
（実践）

選
択

小計（3科目） －

選
択
４

小計（16科目） －

学
科
専
門
科
目

基幹科目
（理論）

必
修

小計（5科目） －

基幹科目
（実践）

必
修

選
択

小計（4科目） －

展開科目
（理論）

選
択

小計（10科目）

学
科
基
礎
科
目

基
幹
科
目

必
修

小計（5科目） －

展
開
科
目

選
択
１

選
択
２

選
択
３
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別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
･
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目区分 授業科目の名称

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教師論 1後 2 ◯ 兼1

教育原理 1前 2 ◯ 兼1

教育心理学 2後 2 ◯ 兼1

体育科教育実践法 3前 2 ◯ 1 兼1

保健科教育実践法 3後 2 ◯ 兼1

体育科教育法 2前 2 ◯ 1
保健科教育法 2後 2 ◯ 兼1

教育課程論 3後 2 ◯ 兼1

教育の方法と技術 3前 2 ◯ 兼1

道徳教育の指導法 2前 2 ◯ 兼1

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 2後 2 ◯ 兼1

生徒指導論（進路指導･ｷｬﾘｱ教育を含む） 3前 2 ◯ 兼1

教育相談(ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを含む) 3後 2 ◯ 兼1

教育の制度と経営 3後 2 ◯ 兼1

特別支援教育概論 3前 2 ◯ 兼1

事前事後の指導 4前 1 ◯ 1
教育実習 4前 4 ◯ 兼1 集中

教職実践演習(中･高) 4後 2 ◯ 1
－ 0 30 7 1 0 0 0 0 兼14 －

－ 56 137 27 5 3 0 2 0 兼95

卒　業　要　件　及　び　履　修　方　法 授業期間等
＜学部共通科目＞の【教養科目】から必修科目6単位、選択から8単位以上、【総合科目】必修１から2単位、必修2から7単位、
必修3から2単位、必修4から2単位、選択1から2単位以上、選択2から1単位以上、選択3から1単位以上、＜学部専門科目（理
論）＞【基幹科目】から必修科目8単位、選択から6単位以上、【展開科目】選択から4単位以上、＜学部専門科目（体育実技）
＞【展開科目】必修科目から8単位、選択1から1単位以上、選択2から1単位以上、小計59単位以上修得し、　＜学科基礎科目
＞の【基幹科目】から必修科目9単位、【展開科目】選択１から4単位以上、選択2から6単位以上、選択3から2単位以上、選択4
から4単位以上、小計25単位以上修得し、＜学科専門科目＞の【基幹科目（理論）】から必修科目10単位、【基幹科目（実践）】
から必修科目2単位、選択から1単位以上、【展開科目（理論）】選択から14単位以上、【展開科目（実践）】選択から2単位以上、
【資格関連科目】選択から11単位以上、小計40単位以上修得し、合わせて124単位以上修得すること。

（履修単位の年間登録の上限：44単位(年間)）

1学年の学期区分 ２学期○

1学期の授業時間 １５週 ○

1時限の授業時間 ９０分 ○

－

合計（129科目） －

学士又は称号 学士（体育学） 学位又は学科の分野 体育関係

学
科
専
門
科
目

資
格
関
連
科
目

選
択

自
由

小計（17科目）
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別記様式第2号(その2の1)

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

基礎英語Ⅰ 1前 1 ○ 1 兼1

基礎英語Ⅱ 1後 1 ○ 兼2

英語コミュニケーションⅠ 2前 1 ○ 1 兼3

英語コミュニケーションⅡ 2後 1 ○ 1 兼3

小計 - 4 0 0 0 1 0 0 0 兼5

現代社会と憲法 1前 2 ○ 兼1

情報機器の操作 1 2 ○ 兼2

心理学 1前 2 ○ 兼1

生命科学 2後 2 ○ 兼1

社会学 2前 2 ○ 兼1

文学 2後 2 ○ 兼1

経済学 2後 2 ○ 兼1

小計 - 0 14 0 0 0 0 0 0 兼8

日体大の歴史（日体伝統実習を含む） 1前 2 ○ 兼1

地域社会とスポーツ（CSC科目） 1前 2 ○ 兼1

野外活動実習A（雪上） 2後 1 ○ 兼1 集中

野外活動実習B（山野） 2前 1 ○ 兼1 集中

野外活動実習C（幼児野外活動） 1前 1 ○ 1 集中

小計 - 4 3 0 1 0 0 0 0 兼4

基礎ゼミナールⅠ 1前 1 ○ 3 3 2 共同

基礎ゼミナールⅡ（ｱｶﾃﾞﾐｯｸﾘﾃﾗｼｰ） 1後 1 ○ 3 3 2 共同

児童スポーツ教育演習 2通 2 ○ 6 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

児童スポーツ教育研究Ⅰ 3通 2 ○ 12 6 4 集中

児童スポーツ教育研究Ⅱ 4通 2 ○ 18 5 3 集中

小計 - 8 0 0 18 6 4

日本語基礎 1前 2 ○ 兼1 集中

日本語応用 1後 2 ○ 兼1 集中

日本事情Ⅰ 2前 2 ○ 兼1 集中

日本事情Ⅱ 2後 2 ○ 兼1 集中

小計 - 0 0 8 0 0 0 0 0 兼1

航空基礎 1前 2 ○ 兼1 集中

航空概論 1後 2 ○ 兼1 集中

航空産業論 2前 2 ○ 兼1 集中

クルー・リソース・マネジメント 2後 2 ○ 兼1 集中

飛行安全 2後 2 ○ 兼1 集中

小計 - 0 0 10 0 0 0 0 0 兼1

現代子ども論 3前 2 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

子どもと人権 2後 2 ○ 兼1

発育発達論 2前 2 ○ 兼1

児童スポーツ教育論 1前 2 ○ 2 1

児童健康教育論 1後 2 ○ 兼1

食育論 2前 2 ○ 1

スポーツの歴史と本質 1後 2 ○ 兼1

児童の身体の仕組み 1前 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

スポーツ生理学 1後 2 ○ 1

野外活動論 1 2 ○ 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

小計 - 20 0 0 3 2 0 1 0 兼8

体操 2 1 ○ 兼2

水泳 1後 1 ○ 兼4 共同

ダンス 1 1 ○ 1 兼1

器械運動 1後 1 ○ 兼1

陸上競技 1後 1 ○ 兼1

バドミントン 1後 1 ○ 1

サッカー 2前 1 ○ 兼1

卓球 2後 1 ○ 兼1

ソフトボール 2前 1 ○ 兼1

トランポリン 3前 1 ○ 兼1

バスケットボール 2後 1 ○ 兼1

新体操 3前 1 ○ 兼1

レクリエーション 4 1 ○ 兼1

小計 - 3 10 0 2 0 0 0 0 兼16

アダプテッドスポーツ論 3後 2 ○ 兼1

アダプテッドスポーツ実技 4後 1 ○ 兼1

スポーツ現場実務論 2後 2 ○ 1 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

スポーツ現場実習 3後 1 ○ 1 1 1 集中・共同

小計 - 0 0 6 1 1 0 1 0 兼1

教　育　課　程　等　の　概　要

(児童ｽﾎﾟｰﾂ教育学部児童ｽﾎﾟｰﾂ教育学科児童ｽﾎﾟｰﾂ教育ｺｰｽ)

児
童
ス
ポ
ー

ツ
教
育
学
科
共
通
科
目

基
幹
科
目

-

ス
ポ
ー

ツ
実
技
科
目

-

資
格
関
連
科

目

-

-

自
由
科
目

留
学
生
科
目 -

資
格
関
連
科
目

航
空
操
縦
士
関
連

科
目

-

専任教員の配置

備考

児
童
ス
ポ
ー

ツ
教
育
学
部
共
通
科
目

言
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
科
目

-

教
養
科
目

-

総
合
科
目

-

基
軸
科
目

区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態
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別記様式第2号(その2の1)

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

専任教員の配置

備考区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

教育原理 1前 2 ○ 1

保育原理 1前 2 ○ 1

教育の制度と経営 3後 2 ○ 1

教育心理学 2 2 ○ 兼1

発達心理学 3前 2 ○ 1

教職入門 1前 2 ○ 1

特別支援教育概論 3後 2 ○ 1

教育課程論 2後 2 ○ 1

道徳の理論及び指導法 1後 2 ○ 1

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 1後 2 ○ 1

教育の方法と技術(メディア教育を含む) 2前 2 ○ 兼1

生徒指導論（進路指導・キャリア教育を含む) 3前 2 ○ 兼1

教育相談（カウンセリングを含む） 3前 2 ○ 1

幼児理解 4後 2 ○ 兼1
小計 - 0 28 0 3 2 0 0 0 兼4
初等体育Ａ（陸上運動、器械運動） 2通 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ
初等体育Ｂ（ボール運動、表現運動） 2通 2 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ
初等体育Ｃ（体つくり運動、保健） 2通 2 ○ 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ
初等国語（書写を含む） 3 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ
初等算数 3後 2 ○ 1
初等音楽 3通 2 ○ 1 兼1 共同
初等図画工作 3通 2 ○ 兼1
初等理科 2前 2 ○ 1
初等社会 3前 2 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ
初等家庭科 3後 2 ○ 兼1
初等英語 3前 2 ○ 1
初等生活 3 2 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ
初等体育科教育法 2後 2 ○ 1
初等国語科教育法 2後 2 ○ 2 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ
初等理科教育法 1後 2 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ
初等算数科教育法 1前 2 ○ 1
初等社会科教育法 1後 2 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ
初等音楽科教育法 1前 2 ○ 1
初等図画工作科教育法 3後 2 ○ 1
初等家庭科教育法 3前 2 ○ 兼1
初等英語科教育法 1後 2 ○ 1
初等生活科教育法 2前 2 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ
国語科教育実践論 4前 2 ○ 1
算数科教育実践論 4前 2 ○ 1
理科教育実践論 4前 2 ○ 1
社会科教育実践論 4前 2 ○ 1
英語科教育実践論 4 2 ○ 1
体育科教育実践論 4前 2 ○ 兼1
小計 - 0 56 0 15 2 0 1 0 兼6
児童スポーツ指導論 2前 2 ○ 1 1
児童スポーツトレーニング学 2前 2 ○ 1
児童スポーツコーチング学 2後 2 ○ 兼1
スポーツ社会学 3後 2 ○ 1
スポーツ心理学 2 2 ○ 兼2
スポーツバイオメカニクス 3後 2 ○ 兼1
スポーツ経営管理学 4後 2 ○ 兼2
身体と運動の測定評価学 3 2 ○ 兼1
スポーツ栄養学 4前 2 ○ 1
衛生学・公衆衛生学 3前 2 ○ 兼1
児童医学 4後 2 ○ 兼1
学校保健（小児保健・精神保健を含む） 3前 2 ○ 兼1
ヘルスプロモーション 1前 2 ○ 兼1
生涯スポーツ論 4後 2 ○ 1
トレーニング実践演習 4前 1 ○ 兼1
救急処置実習（テーピングを含む） 4後 1 ○ 兼1
小計 - 4 26 0 2 1 0 2 0 兼13
保育内容総論 3後 2 ○ 兼1
保育内容(健康)指導法 4後 2 ○ 1
保育内容(人間関係)指導法 4前 2 ○ 1
保育内容(環境)指導法 4後 2 ○ 兼1
保育内容(言葉)指導法 4後 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ
保育内容(表現)指導法 4後 2 ○ 兼1
教育実習指導Ⅰ 2後 1 ○ 3 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ
教育実習Ⅰ 3後 2 ○ 2 1 集中・共同

教育実習指導Ⅱ 4前 1 ○ 3 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ
教育実習Ⅱ 4 2 ○ 2 1 集中・共同

教職実践演習(幼稚園・小学校） 4後 2 ○ 3 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ
体験活動（幼稚園） 4 1 ○ 1 1 1 集中・共同

小計 - 0 0 21 8 2 0 2 0 兼4
- 43 137 45 19 6 0 4 0 兼65

＜学部共通＞の【言語コミュニケーション科目】から必修科目4単位、【教養科目】から8単位以上、【総合科
目】から必修科目4単位、選択科目1単位以上、【基軸科目】から必修科目8単位、小計25単位以上修得し、＜
学科共通＞の【基幹科目】から必修科目20単位、【スポーツ実技科目】必修科目3単位、選択科目から2単位以
上、小計25単位以上修得し、学部共通科目及び学科共通科目あわせて50単位を修得するほか、下記から76単位
以上を修得し、学部共通及び学科共通と合わせて126単位以上修得すること。
＜児童スポーツ教育コース専門科目＞の【教育の基礎に関する科目】から選択1より10単位以上、選択2より10
単位、小計20単位以上修得し、【教科の内容及び指導法に関する科目】から選択1、2、３よりそれぞれ4単位
以上、選択４より16単位上、選択5より2単位以上、小計30単位以上修得し、【児童スポーツ教育科目】から必
修科目4単位、選択科目から22単位以上、総計76単位以上を修得すること。
（履修単位の年間登録の上限：44単位(年間)）

1学年の学期区分 ２学期○

1学期の授業時間 １５週 ○

1時限の授業時間 ９０分 ○

学士又は称号 学士（児童スポーツ教育学） 学位又は学科の分野 体育関係、教育学・保育学関係

卒　業　要　件　及　び　履　修　方　法 授業期間等

自
由
科
目

資
格
関
連
科
目

-
合計（127科目） -

児
童
ス
ポ
ー

ツ
教
育
コ
ー

ス
専
門
科
目

教
育
の
基
礎
に
関
す
る
科
目

-

教
科
の
内
容
及
び
指
導
法
に
関
す
る
科
目

-

児
童
ス
ポ
ー

ツ
教
育
科
目

-
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必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

基礎英語Ⅰ 1前 1 ○ 1

基礎英語Ⅱ 1後 1 ○ 兼2

英語コミュニケーションⅠ 2前 1 ○ 兼2

英語コミュニケーションⅡ 2後 1 ○ 兼2

小計 - 4 0 0 0 1 0 0 0 兼3

現代社会と憲法 1前 2 ○ 兼1

情報機器の操作 1 2 ○ 兼1

心理学 1前 2 ○ 兼1

生命科学 2後 2 ○ 兼1

社会学 2前 2 ○ 兼1

文学 2後 2 ○ 兼1

経済学 2後 2 ○ 兼1

小計 - 0 14 0 0 0 0 0 0 兼7

日体大の歴史（日体伝統実習を含む） 1前 2 ○ 兼1

(地域社会とスポーツ（CSC科目）) 1前 2 ○ 兼1

野外活動実習A（雪上） 2後 1 ○ 兼1 集中

野外活動実習B（山野） 2前 1 ○ 兼1 集中

野外活動実習C（幼児野外活動） 1前 1 ○ 1 集中

小計 - 4 3 0 1 0 0 0 0 兼4

基礎ゼミナールⅠ 1前 1 ○ 3 1 共同

基礎ゼミナールⅡ（ｱｶﾃﾞﾐｯｸﾘﾃﾗｼｰ） 1後 1 ○ 3 1 共同

児童スポーツ教育演習 2通 2 ○ 6 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

児童スポーツ教育研究Ⅰ 3通 2 ○ 12 6 4 集中

児童スポーツ教育研究Ⅱ 4通 2 ○ 18 5 3 集中

小計 - 8 0 0 18 6 0 4 0

日本語基礎 1前 2 ○ 兼1 集中

日本語応用 1後 2 ○ 兼1 集中

日本事情Ⅰ 2前 2 ○ 兼1 集中

日本事情Ⅱ 2後 2 ○ 兼1 集中

小計 - 0 0 8 0 0 0 0 0 兼1

航空基礎 1前 2 ○ 兼1 集中

航空概論 1後 2 ○ 兼1 集中

航空産業論 2前 2 ○ 兼1 集中

クルー・リソース・マネジメント 2後 2 ○ 兼1 集中

飛行安全 2後 2 ○ 兼1 集中

小計 - 0 0 10 0 0 0 0 0 兼1

現代子ども論 3前 2 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

子どもと人権 2後 2 ○ 兼1

発育発達論 2前 2 ○ 兼1

児童スポーツ教育論 1前 2 ○ 1

児童健康教育論 1後 2 ○ 兼1

食育論 2前 2 ○ 1

スポーツの歴史と本質 1後 2 ○ 兼1

児童の身体の仕組み 1前 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

スポーツ生理学 1後 2 ○ 1

野外活動論 1 2 ○ 兼1

小計 - 20 0 0 3 2 0 1 0 兼6

体操 2 1 ○ 兼1

水泳 1後 1 ○ 兼3 共同

ダンス 1 1 ○ 1

器械運動 1後 1 ○ 兼1

陸上競技 1後 1 ○ 兼1

バドミントン 1後 1 ○ 1

サッカー 2前 1 ○ 兼1

卓球 2後 1 ○ 兼1

ソフトボール 2前 1 ○ 兼1

トランポリン 3前 1 ○ 兼1

バスケットボール 2後 1 ○ 兼1

新体操 3前 1 ○ 兼1

レクリエーション 4 1 ○ 兼1

小計 - 3 10 0 2 0 0 0 0 兼13

アダプテッドスポーツ論 3後 2 ○ 兼1

アダプテッドスポーツ実技 4後 1 ○ 兼1

スポーツ現場実務論 2後 2 ○ 1 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

スポーツ現場実習 3後 1 ○ 1 1 1 集中・共同

小計 - 0 0 6 1 1 0 1 0 兼1

児
童
ス
ポ
ー

ツ
教
育
学
科
共
通
科
目

基
幹
科
目

-

ス
ポ
ー

ツ
実
技

-

資
格
関
連
科

目

-

専任教員の配置

自
由
科
目

留
学
生
科
目 -

資
格
関
連
科
目

航
空
操
縦
士
関
連

科
目

-

区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

児
童
ス
ポ
ー

ツ
教
育
学
部
共
通
科
目

言
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
科
目

-

教
養
科
目

-

総
合
科
目

-

基
軸
科
目

-

教　育　課　程　等　の　概　要

(児童ｽﾎﾟｰﾂ教育学部児童ｽﾎﾟｰﾂ教育学科幼児教育保育ｺｰｽ)

備考
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必
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講
義
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習
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験
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習
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授

准
教
授

講
師

助
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手

専任教員の配置

区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

備考

幼児教育･保育入門 1前 2 ○ 3 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

幼児の運動遊びＩ 1前 1 ○ 1

幼児の運動遊びＩＩ 2後 1 ○ 1

教育原理 1前 2 ○ 1

保育原理 1前 2 ○ 1

教師論（幼稚園） 1前 2 ○ 1

発達と教育の心理学 1後 2 ○ 1

子どもの保健 2後 2 ○ 1

子ども家庭福祉 1後 2 ○ 兼1

児童文化 2後 2 ○ 兼1

キャリアデザインⅠ 1後 1 ○ 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

保育者論 2前 2 ○ 1

社会福祉学 2前 2 ○ 1

保育の心理学 2前 2 ○ 1
社会的養護Ⅰ 2前 2 ○ 1
乳児保育Ⅰ 2後 2 ○ 1
子どもの理解と援助 2後 2 ○ 1
保育カリキュラム論 2後 2 ○ 1
教育の方法と技術(メディア教育を含む) 3後 2 ○ 1
保育現場体験指導（保育所・施設） 1後 1 ○ 1 1 1 共同
保育現場体験（保育所・施設） 1後 1 ○ 1 1 1 集中・共同

保育現場体験指導（幼稚園） 2前 1 ○ 1 1 1 共同
保育現場体験（幼稚園） 2前 1 ○ 1 1 1 集中・共同

小計 - 39 0 0 3 3 0 2 0 兼2
幼児と健康 2前 1 ○ 1
幼児と人間関係 2後 1 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ
幼児と環境 2前 1 ○ 兼1
幼児と言葉 2後 1 ○ 兼1
幼児と表現 2前 1 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ
保育内容総論演習 1後 1 ○ 1
保育内容「健康」の指導法 3前 2 ○ 1
保育内容「人間関係」の指導法 3前 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ
保育内容「環境」の指導法 3前 2 ○ 兼1
保育内容「言葉」の指導法 3後 2 ○ 兼1
保育内容「表現」の指導法 2後 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ
音楽表現 1通 2 ○ 1 兼1 共同
子どもの表現A 3前 1 ○ 兼1
子どもの表現B 3後 1 ○ 兼1
子どもの表現C 4 1 ○ 1
保育とコンピュータ 4 1 ○ 1
小計 - 18 4 0 3 0 0 2 0 兼5
子ども家庭支援の心理学 3後 2 ○ 1
障がい児保育演習 3後 2 ○ 1
特別支援教育概論 3後 2 ○ 1
乳児保育ＩＩ 3後 1 ○ 1
社会的養護ＩＩ 3後 1 ○ 1
教育の制度と経営 3後 2 ○ 1
子どもの食と栄養 3後 2 ○ 1
キャリアデザインⅡ 3前 1 ○ 1 2 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ
子ども家庭支援論 4 2 ○ 1
子どもの健康と安全 4 1 ○ 1
病児・病後児保育 4前 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ
在宅保育論 4前 2 ○ 1 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ
子育て支援 4 1 ○ 1
小計 - 3 18 0 1 4 0 3 0 兼2
保育実習指導Ⅰ① 2後 1 ○ 1 兼1 共同
保育実習Ⅰ① 2後 2 ○ 1 集中
保育実習指導Ⅰ② 3前 1 ○ 1 兼1 共同
保育実習Ⅰ② 3前 2 ○ 1 集中
保育実習指導Ⅱ 3後 1 ○ 1 兼2 共同
保育実習Ⅱ 3後 2 ○ 1 集中
保育実習指導Ⅲ 3 1 ○ 1 兼1 共同
保育実習Ⅲ 3 2 ○ 1 集中
教育実習指導 4 1 ○ 1 1 兼1 共同
教育実習（幼稚園） 4 3 ○ 1 1 集中・共同

保育・教職実践演習（幼稚園） 4後 2 ○ 1 1 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ
小計 - 0 0 18 1 2 0 2 0 兼6

- 99 49 42 13 6 0 3 0 兼49

自
由
科
目

資
格
関
連
科
目

-
合計（120科目） -

幼
児
教
育
保
育
コ
ー

ス
専
門
科
目

基
幹
科
目

-

保
育
の
内
容
と
指
導
に
関
す
る
科
目

-

発
展
・
展
開
科
目

-

卒　業　要　件　及　び　履　修　方　法 授業期間等
＜学部共通＞の【言語コミュニケーション科目】から必修科目4単位、【教養科目】から8単位以上、【総合
科目】から必修科目4単位、選択科目1単位以上、【基軸科目】から必修科目8単位、小計25単位以上修得
し、＜学科共通＞の【基幹科目】から必修科目20単位、【スポーツ実技科目】必修科目3単位、選択科目か
ら2単位以上、小計25単位以上修得し、学部共通科目及び学科共通科目あわせて50単位を修得するほか、下記
から76単位以上を修得し、学部共通及び学科共通と合わせて126単位以上修得すること。

＜幼児教育保育コース専門科目＞の【基幹科目】から必修科目39単位、【保育の内容と指導に間する科
目】から必修科目26単位を含め選択科目と合わせ20単位以上、【発展・展開科目】から必修科目6単位、選
択科目から11単位以上、小計17単位以上を修得し、合わせて76単位以上を修得すること。
（履修単位の年間登録の上限：44単位(年間)）

1学年の学期区分 ２学期○

1学期の授業時間 １５週 ○

1時限の授業時間 ９０分 ○

学士又は称号 学士（児童スポーツ教育学） 学位又は学科の分野 体育関係、教育学・保育学関係
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